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目的
このマニュアルでは、Cisco Unified Customer Voice Portal（Unified CVP）のコンポーネントのイン
ストールおよびアップグレードに関する情報を提供し、関連するコンポーネントおよび展開の移

行を実行する手順について説明します。

対象読者
このマニュアルは、UnifiedCVPソフトウェアのインストールまたはアップグレードを計画してい
るネットワーク管理者を対象としています。

マニュアルの構成
このマニュアルは、次のように構成されています。

Cisco Unified Customer Voice Portal Release 9.0(1) インストレーションアップグレードガイド
vii



説明項

Unified CVPインストール手順の概要を示し、
この手順の範囲に含まれるもの、含まれないも

のについて説明します。

Unified CVPインストールの計画

Unified CVPソフトウェアをインストールする
前に実行する必要のある手順について説明しま

す。

インストール前

Unified CVPソフトウェアのWindows 2008 R2
Serverへのインストール方法について説明しま
す。

Unified CVPのインストール

UnifiedCall StudioソフトウェアのWindowsXP、
Vista、およびWindows 7へのインストール方法
について説明します。

Unified Call Studioのインストール

Unified CVPソフトウェアのインストール後に
実行する必要のあるタスクについて説明しま

す。

インストール後

Unified CVPソフトウェアコンポーネントを削
除する手順について説明します。

Unified CVPのアンインストール

Unified CVPソリューションコンポーネントお
よびバージョンについて説明します。

CVPソリューション移行の互換性

CVP 9.0(1)にアップグレードする前に実行する
必要のある手順について説明します。

アップグレード計画

製品の以前のリリースから Unified CVP Release
9.0(1)にアップグレードするため、また関連す
るコンポーネントおよび展開の移行を実行する

ためのタスクと手順について説明します。

Unified CVP 9.0(1)への移行

関連するコンポーネントおよび展開の移行を実

行するためのタスクと手順について説明しま

す。

CVP展開モデルの移行

UnifiedCVPソフトウェアをインストール、アッ
プグレード、または削除するときに発生する可

能性のある問題の解決方法について説明しま

す。

トラブルシューティング
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関連資料

Unified CVPソリューションの計画は、Unified CVPのセットアップのプロセスの重要な部分を
成しています。シスコでは、UnifiedCVPソリューションを設定する前に、マニュアル『Cisco
Unified Customer Voice Portal Release 9.0(1) Solution Reference Network Design (SRND)』を読むこ
とをお勧めします。

（注）

Unified CVPでは、以下の追加資料が提供されています。

•『Cisco Security Agent Installation/Deployment for Cisco Unified Customer Voice Portal』では、イ
ンストール手順および Unified CVP展開に関する Cisco Security Agentについての情報が提供
されます。 このマニュアル全体を読むことを強くお勧めします。

•『Configuration and Administration Guide for Cisco Unified Customer Voice Portal』では、関連す
る設定を含め、Cisco Unified CVP製品のセットアップ、実行、および管理方法について説明
します。

•『Element Specifications for Cisco Unified CVP VXML Server and Cisco Unified Call Studio』では、
設定、要素データ、終了状態、および要素の設定オプションについて説明します。

•『 Operations Console Online Help for Cisco Unified Customer Voice Portal』では、Operations
Consoleを使用して Unified CVPソリューションコンポーネントを設定する方法について説
明します。

•『Port Utilization Guide for Cisco Unified Customer Voice Portal』では、Unified CVP展開で使用
されるポートについて説明します。

•『Programming Guide for Cisco Unified CVP VXML Server and Cisco Unified Call Studio』では、
Cisco Unified CVP VXML Serverで実行するコンポーネントの構築方法について説明します。

•『Reporting Guide for Cisco Unified Customer Voice Portal』では、Reporting Serverについて
（ReportingServerの設定および管理方法を含む）説明します。また、ホステッドデータベー
スについても説明します。

•『Say It Smart Specifications for Cisco Unified CVP VXML Server and Cisco Unified Call Studio』で
は、このソフトウェアに含まれるすべてのSayItSmartプラグインの機能および設定オプショ
ンの詳細を示します。

•『User Guide for Cisco Unified CVP VXML Server and Cisco Unified Call Studio』では、プロジェ
クトの作成、Cisco Unified Call Studio環境の使用、アプリケーションの Cisco Unified CVP
VXML Serverへの展開など、Cisco Unified Call Studioの機能について説明します。

Unified ICMEの詳細については、Unified ICMEに関する資料をリストしている CiscoのWebサイ
ト http://www.cisco.com/en/US/products/sw/custcosw/ps1001/tsd_products_support_series_home.htmlを
参照してください。
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表記法
このマニュアルでは、次の表記法を使用しています。

説明表記法

太字は、ユーザ入力などのコマンド、キー、ボタン、フォルダ

およびサブメニュー名を表すときに使用されます。例：

• [Edit] > [Find]を選択します。

• [Finish]をクリックします。

太字フォント

イタリック体は、次の内容を表すときに使用されます。

•新しい用語の紹介。例：スキルグループとは、類似したス
キルを持つエージェントの集合です。

•強調。例：数字の命名規則は使用しないでください。

•ユーザが置き換える必要のある構文値。例：IF (condition,
true-value, false-value)

•ドキュメントのタイトル。例：『Cisco CRS Installation
Guide』を参照してください。

イタリック体

Courierなどのウィンドウフォントは、次の場合に使用されま
す。

•コード中のテキストや、ウィンドウに表示されるテキスト。
例：<html><title>Cisco Systems, Inc. </title></html>

ウィンドウ フォント

山カッコは、次の場合に使用されます。

•コンテキストでイタリックが許可されない引数（ASCII出
力など）。

•ユーザが入力する文字列で、ウィンドウには表示されない
もの（パスワードなど）。

< >

サポート
マニュアルの入手方法、テクニカルサポート、その他の有用な情報について、次のURLで、毎月
更新される『What's New in Cisco Product Documentation』を参照してください。シスコの新規およ
び改訂版の技術マニュアルの一覧も示されています。
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http://www.cisco.com/en/US/docs/general/whatsnew/whatsnew.html

『What's New in Cisco Product Documentation』は RSSフィードとして購読できます。また、リー
ダーアプリケーションを使用してコンテンツがデスクトップに直接配信されるように設定するこ

ともできます。RSSフィードは無料のサービスです。シスコは現在、RSSバージョン2.0をサポー
トしています。

マニュアルに関するフィードバック
このマニュアルに関する技術的なフィードバック、または誤りや記載もれなどお気づきの点がご

ざいましたら、HTMLドキュメント内のフィードバックフォームよりご連絡ください。ご協力を
よろしくお願いいたします。
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第 1 章

Unified CVP インストールの計画

実行する必要のある特定のタスクおよび手順は、Unified CVPのまったく新しいインストールを
実行するか、製品の以前のリリースからアップグレードするかによって異なります。

• Unified CVPの新しいインストール, 1 ページ

• CVPインストールの移行, 2 ページ

• Unified CVPインストールにおける新機能, 3 ページ

• Unified CVPパッケージに含まれていないもの, 5 ページ

Unified CVP の新しいインストール
このマニュアルは、2部構成になっています。第 2～ 6章では、Unified CVP 9.0(1)をインストー
ルするために必要な情報が提供されます。第 7～ 11章では、移行の互換性、計画、アップグレー
ド、移行、およびトラブルシューティングについて説明します。

•第 2章では、Unified CVPインストールプログラムを実行する前に、実行する必要のあるタ
スクについて説明します。これらのタスクには、特定の展開に応じて、以下が含まれます。

◦ハードウェアおよびソフトウェアの要件の確認

◦ Cisco Security Agentのディセーブル化

◦複数のイーサネットインターフェイスのディセーブル化

◦インストール前のすべての CVP関連ファイルのクローズおよびアンロック

•第 3章では、Windows 2008 R2 Serverでの主な Unified CVPインストールプログラムの実行
方法について説明します。

•第 4章では、Windows XP、Windows Vista、およびWindows 7での Unified Call Studioインス
トールプログラムの実行方法について説明します。

•第 5章では、Unified CVPインストールプログラムを実行した後に、実行する必要のあるタ
スクについて説明します。これらのタスクには、以下が含まれます。

Cisco Unified Customer Voice Portal Release 9.0(1) インストレーションアップグレードガイド
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◦インストールの確認

◦アンチウイルスソフトウェアのポートブロックからの CVPプロセスの除外

◦セキュリティのイネーブル化

◦ライセンスのコールサーバ、VXML Server、Reporting Server、および Call Studioへの適
用

•第 6章では、Unified CVPソフトウェアコンポーネントの削除方法について説明します。

関連トピック

CVPインストールの移行, （2ページ）

CVP インストールの移行
以前のリリースからUnified CVP 9.0(1)に移行するために実行する必要のある特定のタスクは、移
行元のUnifiedCVP製品のリリース、およびシステムに存在するCiscoUnifiedContact Enter Enterprise
と Unified Communications Managerのリリースに応じて異なります。

アップグレードは、ソフトウェアの現行リリースを同じ OSプラットフォームでそのソフトウェ
アのより新しいリリースに移すプロセスです。たとえば、Unified CVP 8.0(1)および Unified CVP
8.5(1)はWindows 2003 Server上で実行するため、リリース 8.0(1)からリリース 8.5(1)に移すとアッ
プグレードしたことになります。

移行は、あるOSプラットフォームで実行するソフトウェアの現行リリースを別の（より新しい）
リリースの OSプラットフォームで実行するそのソフトウェアのより新しいリリースに移すプロ
セスです。たとえば、Unified CVP 8.0(1)および Unified CVP 8.5(1)はWindows 2003 Serverで実行
し、Unified CVP 9.0(1)はWindows 2008 R2 Serverで実行します。 Unified CVP Release 8.0(1)また
は Release 8.5(1)から Unified CVP 9.0(1)に移すと移行したことになります。

Unified CVP 7.0(1)以前のリリースから Unified CVP 9.0(1)への移行は、サポートされていませ
ん。展開に Unified CVP 7.0(1)以前のリリースが含まれている場合、移行には、以下の実行す
る必要のある 2つのステップが必要になります。

（注）

1 リリース 8.0(1)または 8.5(1)へのアップグレード。

2 8.0(1)または 8.5(1)からリリース 9.0(1)への移行。

第 7～ 11章では、アップグレード方法と既存の Unified CVPインストールから Unified CVP 9.0(1)
への移行パス、およびトラブルシューティングについて説明します。

•第 7章では、Unified CVP 9.0(1)ソリューション移行の互換性について説明します。

•第 8章では、Unified CVP 9.0(1)移行方法および考慮事項について説明します。

•第 9章では、Unified CVP 9.0(1)コンポーネントへの移行に関する情報を提供します。
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•第 10章では、展開モデルの移行の実行に関するガイドラインおよび手順を示します。

•第 11章では、Unified CVPソフトウェアをインストール、アップグレード、または削除する
ときに発生する可能性のある問題の解決方法に関する情報を提供します。

関連トピック

Unified CVP 9.0(1)への移行, （43ページ）

Unified CVP インストールにおける新機能
Unified CVPソフトウェア DVDは、さまざまな Unified CVPコンポーネントのソフトウェアで構
成されます。 CVP 9.0(1)では、細かい設定なしに、CVPソリューションのインストール、設定、
および管理に必要なすべての機能が提供されます。

Unified CVP コンポーネント

CVP Server
これは、Unified CVPの基本ソフトウェアです。

固有のコンポーネントには、以下が含まれます。

•コールサーバ（SIPサービス、ICMサービス、および IVRサービス）

• VXML Server

VXMLServerは、動的VXMLアプリケーションを迅速に展開するための完全なソリューショ
ンを提供する J2EEおよび J2SE準拠のWebアプリケーションです。

これには、ORM、SNMPモニタリング、STNA、および STPAも含まれます。

•メディアサーバ

メディアサーバには、事前に録音されたオーディオファイル、外部 VXMLドキュメント、
または外部 ASR文法が含まれます。

• SNMPモニタリング

Operations Console
以下が含まれます。

• IOSゲートウェイファイル。

• Operations Console（Ops Consoleとも呼ばれます）、各管理対象 Unified CVPコンポーネント
と共存するOpsConsoleResourceManager（ORM）を介して、個々のコンポーネントを設定お
よび管理できるWebベースのインターフェイス。 ORMは、エンドユーザには表示されませ
ん。
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Reporting Server
このサーバは、履歴リポジトリ（レポートに使用可能）をコールセンターに提供します。この

サーバは、レポートデータを 1つ以上のコールサーバおよびVXMLServerから受信し、そのデー
タを Informixデータベースに格納します。

このサーバには、Informix報告サブシステム、ORM、SNMPモニタリング、STNA、および STPA
も含まれます。

Remote Operations
このソフトウェアでは、ASR/TTSのような Unified CVPソリューションコンポーネントのリモー
ト管理が行えます。これには、ORM、STNA、および STPAが含まれます。

このパッケージは、CVP Server、VXML Server、および Reportingパッケージにすでに含まれてい
ます。

IBM WebSphere Application Server
IBM WebSphere Application Serverは、リリース 9.0(1)ではサポートされません。

Cisco Unified Presence Server
Unified CVP 9.0(1)では、Cisco Unified Presence Server（CUP Server）のプロキシサーバとしてのサ
ポートが中止されます。

コンテンツサービススイッチ

Unified CVPでのコンテンツサービススイッチ（CSS）のロードバランサとしてのサポートは、
リリース 9.0(1)以降、Unified CVP展開では中止されます。

展開に Ciscoコンテンツサービススイッチ（CSS）デバイスが含まれる場合、以前のリリースの
Unified CVP 8.0(1)または Unified CVP 8.5(1)から Unified CVP 9.0(1)に移行する前に、CSSから
Application Control Engine（ACE）に移行する必要があります。 CSSから ACEへの移行には、
CSS2ACEコンバータツールを使用します。詳細については、http://wwwin.cisco.com/dss/adbu/dcas/
adoptions/cssmigration/を参照してください。

Video Media Server
リリース 9.0(1)では、Video Media Serverはサポートされません。

Windows 2003 Server
Unified CVP 9.0(1)は、Windows 2003 Serverではサポートされません。
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Call Studio
Call Studioは Unified CVPの一部ですが、Call Studioのインストーラは CVPインストールプログ
ラムには含まれていません。UnifiedCall Studioのインストーラは、UnifiedCVPインストールDVD
で見つけることができます。 Call Studioインストールプログラムを実行する手順は、Unified Call
Studioインストールタスクで示されます。

関連トピック

Unified Call Studioのインストール, （21ページ）

Windows コンポーネント

SNMP サービス
簡易ネットワーク管理プロトコル（SNMP）を介してネットワーク管理のサポートを提供します。

メディアサーバ

メディアサーバコンポーネントは、Microsoft Internet Information Services（IIS）や Apacheなどの
単純なWebサーバです。このコンポーネントにより、録音済みの音声ファイル、外部 VoiceXML
ドキュメント、または外部ASR文法をゲートウェイに提供できます。Microsoft IISメディアサー
バと Apacheメディアサーバは、両方とも HTTPベースです。

Microsoft IISは、Unified CVP 9.0(1)以降で使用がサポートされる唯一のメディアサーバです。こ
のコンポーネントは、CVP Serverパッケージの一部としてインストールされます。

Unified CVP パッケージに含まれていないもの
このマニュアルの手順は、Unified CVPコンポーネントおよびその他の VoIPシステムコンポーネ
ントへの接続にのみ関連するものです。このマニュアルでは、初回インストールおよび以下の

VoIPシステムコンポーネントの設定については扱いません。

• ASR/TTSサーバ

•音声ゲートウェイ

• ACE

• Cisco MCU

• Cisco Unified SIP Proxy（CUSP）

• IVP

•ペリフェラルゲートウェイ（PG）や自動着信呼分配（ACD）などのUnifiedCCEコンポーネ
ント

Cisco Unified Customer Voice Portal Release 9.0(1) インストレーションアップグレードガイド
5

Unified CVP インストールの計画
Windows コンポーネント



• Unified CM

• Cisco Unified Operations Manager（以前の IPC-OM（ITEM））
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第 2 章

インストール前

この章では、Unified CVPソフトウェアをインストールする前に、実行する必要のあるタスクを
示します。

Unified CVPインストーラを実行する前に、サーバで実行しているすべてのサードパーティの
サービスおよびアプリケーションを停止する必要があります。一部のサードパーティのサー

ビスおよびアプリケーションが、インストーラが必要とするファイルをロックしてしまう可能

性があります（これは、インストールエラーの原因になります）。

重

要

• ハードウェアおよびソフトウェアの要件, 7 ページ

• Security Agentのディセーブル化, 8 ページ

• VXML Serverのインストール, 9 ページ

• ページングファイルの増加, 10 ページ

• 複数のイーサネットインターフェイス, 10 ページ

• 関連ファイル, 10 ページ

• ライセンス計画, 11 ページ

ハードウェアおよびソフトウェアの要件
UnifiedCVPソフトウェアをインストールする前に、すべてのハードウェアおよび関連するソフト
ウェアの要件を確認してください。サーバに、ログファイルを格納するための十分な空きハード

ディスク領域があることを必ず確認してください。『Hardware and Software System Specification
for Cisco Unified Customer Voice Portal Software Release』では、Unified CVPソリューションの主要
コンポーネント全体のプラットフォームハードウェアの仕様および互換性のあるサードパーティ

ソフトウェアのバージョン要件が示されています。

Cisco Unified Customer Voice Portal Release 9.0(1) インストレーションアップグレードガイド
7

http://www.cisco.com/en/US/products/sw/custcosw/ps1006/prod_technical_reference_list.html
http://www.cisco.com/en/US/products/sw/custcosw/ps1006/prod_technical_reference_list.html


また、必要なログスペースのサイジングなど、重要なサイジングに関する考慮事項については、

『Cisco Unified Customer Voice Portal (CVP) Release Solution Reference Network Design (SRND)』を参
照してください。

Security Agent のディセーブル化
Cisco Security Agentがイネーブルでかつ実行されている場合、Unified CVPインストールプログラ
ムを実行する前に、Security Agentをディセーブルにする必要があります。

Cisco Security Agentをディセーブルにするには、次の手順を実行する必要があります。

手順

ステップ 1 Windowsの [Start]メニューから [Start] > [Settings] > [Control Panel] > [Administrative Tools] > [Services]
をクリックします。

[Services]画面が表示されます。

図 1：Windows サービス画面

ステップ 2 [Cisco Security Agent]を選択します。

ステップ 3 画面の左上隅にある [Stop the service]リンクをクリックします。

ステップ 4 [Cisco Security Agent Challenge]ダイアログボックスが表示された場合、ダイアログボックスで要
求されるテキストを入力し、[OK]をクリックします。
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Cisco Security Agentサービスが停止したら、[Services]画面の [Status]列で、Cisco Security Agentが
[Started]としてリストされなくなります。

ステップ 5 [Services]画面の Cisco Security Agentエントリをダブルクリックします。
[Cisco Security Agent Properties]ダイアログボックスが表示されます。

図 2：CSA プロパティダイアログボックス

ステップ 6 [Startup type]ドロップダウンリストから、[Disabled]を選択し、[OK]をクリックします。

ソフトウェアをインストールした後、Cisco Security Agentサービスを再度イネーブルにする必
要があります。サービスをディセーブルにすると、エージェントはサーバの侵入検知を行わ

なくなります。

（注）

VXML Server のインストール
CVP VXML Serverのインストールを計画している場合、VXML Serverコンポーネントが使用する
アプリケーションサーバを選択する必要があります。 VXML Serverコンポーネントは、Unified
CVPインストールプログラムに含まれるApache Tomcatアプリケーションサーバを使用します。
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ページングファイルの増加
Windowsがプロセッサ時間およびメモリを使用する方法を変更することによって、すべての CVP
マシンでパフォーマンスを向上できます。仮想メモリページングファイルの推奨サイズは、シ

ステムの RAMの容量の 1.5倍程度です。

このタスクを実行するには、管理者としてログオンする必要があります。（注）

仮想メモリページングファイルのサイズを変更するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 Windowsの [Start]メニューから [Start] > [Settings] > [Control Panel]をクリックします。

ステップ 2 [System]をダブルクリックします。

ステップ 3 [Advanced System Settings]をクリックします。

ステップ 4 [Advanced]タブの [Performance]の下にある [Settings]をクリックします。

ステップ 5 [Advanced]タブの [Virtual memory]の下にある [Change]をクリックします。

ステップ 6 [Paging file size for selected drive]の下にある [Custom size]をクリックし、[Initial size (MB)]ボック
スと [Maximum size (MB)]ボックスに新しいページングファイルのサイズをメガバイト単位で入
力して、[Set]をクリックします。

初期値と最大値は、同じ値に設定する必要がありま

す。

（注）

複数のイーサネットインターフェイス
Unified CVPコールサーバに使用しているマシンでは、1つだけイーサネットインターフェイス
をイネーブルにする必要があります。 2つ以上のイーサネットインターフェイスがあるマシンに
Unified CVPをインストールする場合、設定されていないとしても、余計なインターフェイスは
ディセーブルにする必要があります。イーサネットインターフェイスのイネーブル化またはディ

セーブル化については、Windowsのマニュアルを参照してください。

関連ファイル
Unified CVP、またはその関連サービスリリースあるいはメンテナンスリリースのいずれかのイ
ンストールを試行する前に、その他すべてのアプリケーションがシャットダウンされ、開かれた

ファイルが閉じられていることを確認してください。また、Unified CVPインストールプログラ
ムが必要とするファイルがロックされていると、インストールが失敗することがあります。
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システムでMcAfee® VirusScan®を使用している場合、VirusScanコンソールを起動し、[Access
Protection]を右クリックして、プロパティを選択します。 [File, Share, and Folder Protection]タブを
選択し、Unified CVPインストールプログラムが必要とするファイルまたはフォルダをロックす
る規則をディセーブルにします。別のアンチウイルス製品を使用している場合、その製品のファ

イルおよびフォルダの保護規則でも同様のファイルブロック除外を実行する必要があります。

ライセンス計画

Unified CVP ライセンシング
Unified CVPには、30日間の評価ライセンスがあります。コールサーバおよびVXML Serverの評
価ライセンスでは、すべてのコール制御サーバで、これまでサポートされていた 2個のポートの
代わりに、30個のポートがサポートされるようになりました。また、これまでサポートされてい
た 5000回の Reporting Server DBWriteの代わりに 10,000回の DBWriteがサポートされるようにな
りました。 30日後、引き続き機能させるには、Unified CVPのライセンスを取得する必要があり
ます。

Unified CVPでは、CVPシステムのすべてのライセンス許諾されたコンポーネント（コールサー
バ、Reporting Server、VXML Server、および Call Studio）に対して FlexLMライセンシングがサ
ポートされます。

Unified CVPでは、以下の 4つのタイプのライセンス機能がサポートされます。

• CVP_SOFTWARE：Unified CVP 9.0(1)に必要な基本機能ライセンス。このライセンスを使
用できない場合、Unified CVPは評価モードで実行され、すべてのポートライセンスは無視
されます。この機能は、9.0(1)バージョンである必要があります。リリース 8.5(1)の
CVP_Softwareライセンスは、Unified CVP Release 9.0(1)では機能しません。

• CVPPorts：コールサーバのポートのライセンス。

• RPT：Reporting Serverのライセンス。

• SelfServicePorts：VXML Serverのポートのライセンス。

CVP_SOFTWARE基本機能ライセンスは、コールサーバ（CVPPorts）、Reporting Server
（RPT）、および VXML Server（SelfServicePorts）のライセンスに含める必要があります。

（注）

すべての CVPデバイス（CVPコールサーバ、CVP Reporting Server、CVP VXML Server、CVP
VXML Server（スタンドアロン））の CVPライセンスは、%CVP_HOME%\conf\licenseにある
cvp.licenseファイルで集約されます。ライセンスが Operations Consoleを介して適用されるたび
に、ライセンスは cvp.licenseファイルに追加されます。複数の有効なVXMLライセンスがライセ
ンスファイル内に存在する場合、ポートは加算されます。たとえば、1つのCVPライセンスファ
イルに 200個のVXMLポートがあり、1つの追加ライセンスが 100個の追加VXMLポートに適用
される場合、VXML Serverは、両方のライセンスを追加し、300個のライセンス許諾されたポー

Cisco Unified Customer Voice Portal Release 9.0(1) インストレーションアップグレードガイド
11

インストール前

ライセンス計画



トを作成します。コールサーバおよび Reporting Serverでは、加算ライセンス機能はサポートさ
れません。

CVP Reporting Serverが起動すると、メッセージのカウントを開始します。メッセージがデータ
ベースに書き込まれるためたびに、CVP Reporting Serverはローカル日付をチェックします。 1日
のデータベースの書き込み（挿入と更新の両方の合計）が 10,000回に達すると、警告が送信さ
れ、メッセージはデータベースに書き込まれなくなります。ローカル日付が変わると、データ

ベースの書き込みが再開し、カウントも再開します。

（注） •リリース 9.0(1)では、CVP Video Media Serverは、サポート対象のインストールオプショ
ンではありません。

• CVPは、ライセンスの使用状況をレポートしなくなりました。その代わりに、cvp.license
ファイルでの使用可能なポートの最大数に基づいたポートの使用状況をレポートします。

この変更は、すべてのレポート、OAMP統計ページ、および診断ポータルライセンス情
報要求に影響します。以前のリリースと同様、警告はライセンス使用状況の 90 %、94
%、および 97 %のしきい値で発行されます。

『Solution Reference Network Design Guide』では、CVPコンポーネントとポートのライセンスが付
与される方法に関する詳細情報が提供されます。

ライセンス要求

新しいシステムをインストールしている（アップグレードではない）場合、PAK（製品認証キー）
が必要です。 PAKを http://www.cisco.com/go/licenseで入力して、新しいシステムにアップロード
できるライセンスを生成します。

関連トピック

ライセンス, （24ページ）

ライセンスのアップグレード

既存のシステムをリリース 7.xまたは 8.xからリリース 9.0(1)にアップグレードする場合、契約番
号を Ciscoライセンスツールに入力します。（http://www.cisco.com/go/license）。このツールに
よって、アップグレードの権利が確認され、PAK（製品認証キー）が返されます。アップグレー
ドする権利がない場合、PAKを購入するオプションが表示されます。 PAKを取得したら、その
PAKをCiscoライセンスツール（http://www.cisco.com/go/license）に入力し、ライセンスファイル
を受け取ります。

VXML Serverを 7.0(2)から 9.0(1)にアップグレードするときにライセンスが必要な各 CVP
VXML Serverに対して、次の手順を実行します。

（注）
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手順

ステップ 1 古いライセンスを %CVP_HOME%\VXMLServer\licenseフォルダに残しておきます。

ステップ 2 Op Consoleで、[System] > [License Conversion]に移動します。ライセンス変換が必要な
[VXMLServer(s)]を選択し、[Convert]をクリックします。

ステップ 3 [Conversion Status]をクリックします。 [Conversion Status]ページの [VXMLServer(s)]を選択し、
[Export]をクリックします。エクスポートされたファイルで、<?xml version='1.0'?>で始まり、

</LicenseUpgrade>で終わる XML文字列のみを選択し、その文字列をクリップボードにコピーし
ます。

この XMLは、VXMLServer in
%CVP_HOME%\conf\license\licenseconversion.txtでも見つけることができ
ます。

（注）

ステップ 4 XML文字列をクリップボードにコピーしたら、http://www.cisco.com/go/licenseに移動します。こ
のページで、[Upgrade License]をクリックしてから、[CVP Version Migration]をクリックします。
このページの手順に従います。VXMLServerの IPアドレスを入力します。CVPLicenseConversion
ユーティリティによって生成された XML文字列を貼り付けます。ライセンス契約書を読み、
[Agreement]チェックボックスをクリックします。新規ライセンスが電子メールで送られてきま
す。

次の作業

ライセンスがアップグレードされるまで、VXML Serverは、評価モード（30ポート）で動作
します。ライセンス変換機能は "SelfServicePorts"機能ライセンスを生成しますが、ライセン
スツールのPAKを使用して、"CVP_SOFTWARE"機能ライセンスを取得する必要があります。
"CVP_SOFTWARE"機能は、アップグレードする前に取得できますが、SelfServicePorts機能は
アップグレード後に取得する必要があります。

（注）

関連トピック

ライセンス, （24ページ）
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第 3 章

Unified CVP のインストール

この章では、Unified CVPソフトウェアのWindowsシステムへのインストールに関する情報を提
供します。

（注） • Call Studioを除くすべての Unified CVPコンポーネントには、Windows 2008 R2 Serverが
必要です。 Call Studioには、Windows XP、Windows Vista、またはWindows 7が必要で
す。

• Windowsの [Regional and LanguageOptions]は、[English (US)]に設定する必要があります。

• Unified CVPのインストール, 15 ページ

Unified CVP のインストール

ローカル管理者のみが Unified CVPインストールプログラムを実行できます。

UnifiedCVP9.0(1)以降、Reporting Serverコンポーネントのインストールは、その他のコンポー
ネントのインストールと異なります。 Reportingコンポーネントのインストールアカウントを
[Administrator]として指定する必要があります。インストールアカウントは、Windows 2008
と共にインストールしたオリジナルのローカル管理者である必要があります。ユーザ名また

は割り当てられた権限は変更できません。このサーバは、ドメインの一部になることはでき

ません。また、一度もドメインの一部になっていない必要があります。このサーバをドメイ

ンの一部にすると、ローカルのセキュリティポリシーが変更され、結果として、製品は以下

に示すインストールのように機能しなくなります。

（注）

Unified CVPソフトウェアをインストールするには、次の手順を実行します。
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手順

ステップ 1 Unified CVPインストール DVDの CVP\Installer_Windowsフォルダから、setup.exeを実行し
ます。

スプラッシュ画面と [Preparing Setup]画面が表示され、続いて [License Agreement and Copyright]画
面が表示されます。

ステップ 2 スクロールバーを使用してライセンス契約書全体を確認してから、[I accept the terms of the license
agreement]を選択します。
CVP著作権情報が [License Agreement and Copyright]画面の末尾に追加されます。著作権情報を確
認してから、[Next]をクリックします。

[Select Package]画面が表示されます。

ステップ 3 [Select Package]画面で、ローカルマシンにインストールする Unified CVPコンポーネント（以下
にリストします）を選択し、[Next]をクリックします。

Unified CVPコンポーネント：

• CVP Server

• Operations Console

• Remote Operations

• Reporting Server
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実稼働モードでは、1つのサーバに一度に 1つのコンポーネントしかインストールでき
ません。追加の CVPコンポーネントのインストールを選択する場合、別のサーバにそ
のコンポーネントをインストールする必要があります。

（注）

図 3：[Select Packages] 画面

オプションを強調表示して、コンポーネントに関する詳細を取得します。

ステップ 4 [Next]をクリックします。
[Choose Destination Location]画面が表示されます。

ステップ 5 [Choose Destination Location]画面で、ドライブとディレクトリの場所（%CVP_HOME%とも呼ば
れます）を指定します。デフォルトの場所は、C:\Cisco\CVPです。

%CVP_HOME%ディレクトリがすでに存在し、データが含まれている場合、別のディ
レクトリを選択するか、続行する前にそのディレクトリを削除するように求めるプロン

プトが表示されます。

（注）

CVP Serverコンポーネントをインストールする場合、メディアファイルをインストー
ルする場所も指定する必要があります。デフォルトの場所は、C:\inetpub\wwwroot
です。 Internet Information Server（IIS）は、Unified CVPによってサポートされるデフォ
ルトのメディアサーバです。

（注）

ステップ 6 [Next]をクリックします。
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[X.509 Certificate]画面が表示されます。

ステップ 7 次の情報を指定します。

（注） • [CountryName]以外のフィールドでは、最大データ長は、フィールドの表示領域を
超えることができます。

•また、最大 2文字の英字しか入力できない [Country Name]を除いて、この画面の
残りのすべてのフィールドには英数字を入力できます。

• Common Name

これは、唯一の必須フィールドです。また、このフィールドには、ホスト名を指定すること

を推奨します。

• Organization or Company Name

• Organizational Unit or Department

• Locality or City

• State or Province

• Country Name（2文字コード）

• Email address

このフィールドには、ダッシュ（-）、ピリオド（.）、下線（_）、またはアット
マーク（@）記号も入力できます。

（注）

ステップ 8 証明書に含める情報を入力した後、[Next]をクリックします。

ステップ 9 [Select Packages]画面で [Reporting Server]を選択した場合、[Choose Database data and backups drive]
画面が表示されます。次のステップに進みます。 [Select Packages]画面で Reporting Serverを選択
していない場合、ステップ 12に進みます。

ステップ 10 Reportingデータベースデータおよびバックアップが保存されるルートドライブを選択し、[Next]
をクリックします。

e:ドライブまたはサイズが 400 GBより大きい 2番目のドライブを選択しま
す。

（注）

デフォルトでは、以下のオプションを指定する [Database Size Selection]画面が表示されます。

• Standard

少なくとも 250 GBの空きディスク領域が必要です。

• Premium

少なくとも 375 GBの空きディスク領域が必要です。

ステップ 11 購入したライセンスの適切なデータベースサイズを選択し、[Next]をクリックします。
[Ready to Install the Program]画面が表示されます。この画面には、インストールに選択したパッ
ケージの概要が示されます。

ステップ 12 次のいずれかを実行します。

•インストールの設定を確認または変更する場合、[Back]をクリックして前の画面に戻ります。
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•インストールの設定に問題がなく、インストールを開始する準備ができている場合、[Install]
をクリックします。

インストールプロセスが開始すると、インストールはキャンセルできません。Reporting
コンポーネント以外のUnifiedCVPコンポーネントの場合、インストールに最大 10分か
かります。 Reportingコンポーネントの場合、インストールに最大 90～ 120分かかりま
す。

（注）

ステップ 13 Reportingコンポーネントをインストールしている場合、[Reporting Password]画面が表示されま
す。この画面の詳細基準に一致する [Password]と [Password (for verification)]フィールドに同じパ
スワードを指定します。それ以外の場合は、このステップを省略してください。

[Reporting Password]画面で入力したパスワードは、以下の 2つのタイプのユーザによっ
て使用されます。

（注）

• cvp_dbadmin

• cvp_dbuser

マシンがすでにドメインの一部である場合、Reporting Serverコンポーネントはインス
トールできません。

（注）

ステップ 14 Operations Consoleコンポーネントをインストールしている場合、[Operations Console Password]画
面が表示されます。この画面の詳細基準に一致する [Password]と [Password (for verification)]を指
定し、[Next]をクリックします。それ以外の場合は、このステップを省略してください。

[Operations Console]画面で入力したパスワードは、以下の 2つの目的で使用されます。（注）

• Web UIで管理者としてログインし、製品を管理するため。

•コマンドラインインターフェイスで wsmadminとしてログインし、製品をトラブ
ルシューティングするため。

ステップ 15 [Next]をクリックすると、[Setup status]画面が表示されます。
インストールが完了すると、[Setup Completed Successfully]画面が表示されます。

ステップ 16 インストール後すぐにコンピュータを再起動します。ドライブからディスクを取り外し、[Finish]
をクリックしてセットアップを完了します。

関連トピック

Unified CVPインストールにおける新機能, （3ページ）
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第 4 章

Unified Call Studio のインストール

この章では、Unified Call Studioのインストールに関する情報を提供します。 Unified Call Studio
は、Windows XP、Vista、およびWindows 7でのみサポートされます。

リリース 9.0(1)の Unified Call Studioの新しいライセンスを取得する必要があります。以前のリ
リースのライセンスは、最新バージョンでは有効ではありません。

Windows Vistaでは、C:\Program Filesディレクトリでアクセス許可が設定されます。ま
た、管理者特権を持つユーザのみがこのディレクトリに書き込むことができます。そのため、

Call Studioを C:\Program Files以外のディレクトリにインストールすることを強くお勧め
します。

警

告

• Unified Call Studioのインストール, 21 ページ

Unified Call Studio のインストール
Call Studioをインストールするには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 UnifiedCVPインストールDVDのCallStudio\Installer_Windowsフォルダから、setup.exe
を実行します。

[Preparing Setup]画面とスプラッシュ画面が表示され、続いて [Welcome]画面が表示されます。

ステップ 2 [Welcome]画面で [Next]をクリックします。
この画面で、または [Ready to Install the Program]画面に続くダイアログ画面で [Cancel]
をクリックした場合、インストールはまったく実行されず、[Exit Setup]ダイアログボッ
クスが表示されます。

（注）

[Copyright]画面が表示されます。

ステップ 3 [Copyright]画面の内容を確認し、[Next]をクリックします。
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[License Agreement]画面が表示されます。

ステップ 4 スクロールバーを使用してライセンス契約書全体を確認してから、[I accept the terms of the license
agreement]を選択し、[Next]をクリックします。
[Choose Destination Location]画面が表示されます。

ステップ 5 [ChooseDestinationLocation]画面で、ソフトウェアをインストールするドライブとディレクトリを
指定します。

a) デフォルトの場所を受け入れる場合は、[Next]をクリックします。
b) [Change]をクリックして別の場所を選択し、[Next]をクリックします。

[Ready to Install the Program]画面が表示され、インストールするために選択したパッケージがリス
トされます。

ステップ 6 目的のソフトウェアがリストされていることを確認してから、[Install]をクリックします。
InstallShieldウィザードがCiscoUnifiedCall Studioのインストールを実行している間、[Setup Status]
画面が表示されます。

ステップ 7 [InstallShield Wizard Complete]画面で、[Finish]をクリックしてウィザードを終了します。
[License Agreement]画面が表示されます。

30日間、ライセンスなしで、ソフトウェアを使用できます。 30日後、ライセンスを適用する必
要があります。
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第 5 章

インストール後

この章では、Unified CVPソフトウェアをインストールした後に、実行する必要のあるタスクを
示します。

• ポートブロックのディセーブル化, 23 ページ

• Security, 24 ページ

• ライセンス, 24 ページ

ポートブロックのディセーブル化
ポートブロックを実行するように設定されたアンチウイルスソフトウェアを使用するUnifiedCVP
Serverコンポーネント（コールサーバ、Reporting Server、および VXML Server）を実行するシス
テムでは、ポートブロックから Unified CVPプロセスと tomcat6.exeを除外する必要がありま
す。また、コールサーバプロセスでは、 VoiceBrowser.exeも除外する必要があります。

別のアンチウイルス製品を使用している場合、その製品のポートブロック規則でも同様の除

外を行う必要があります。

（注）

UnifiedコールサーバでMcAfee VirusScanを使用している場合、Unified CVPプロセスをポートブ
ロックから除外するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 VirusScan Consoleを開いて、[Access Protection]をダブルクリックし、[Port Blocking]タブをクリッ
クします。

ステップ 2 [Prevent IRC communication]の 2つのチェックボックスがオンにされている場合、次の手順を実行
します。

a) VirusScanの [Prevent IRC communication]プロパティを選択し、[Edit...]ボタンをクリックして、
これらのプロパティを両方とも編集します。
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b) [Add or edit a port blocking range]ダイアログボックスで、[Excluded Process]テキストボックス
に「VoiceBrowser.exe,tomcat5.exe,tomcat6.exe」を追加し、[OK]をクリックします。

VoiceBrowser.exe,tomcat5.exe,tomcat6.exeの文字列にスペースがないことは重要です。
スペースがあると、Unified CVP Serverが正常に機能しなくなるおそれがあります。

（注）

Security
Unified CVP展開に応じて、取り組む必要のあるセキュリティの考慮事項があります。詳細につ
いては、『Configuration and Administration Guide for Cisco Unified Customer Voice Portal』および
『Security Best Practices Guide for ICM and IPCC Enterprise & Hosted Editions』の「Configuring and
Modifying Unified CVP Security」の章を参照してください。

ライセンス
以下の Unified CVPコンポーネントをインストールした場合、それらのコンポーネントにライセ
ンスを適用する必要があります。

•コールサーバ（Unified CVPライセンスとコールサーバライセンスが必要です）。

• Call Studio（Call Studioライセンスが必要です）。

• VXML Server（Unified CVPライセンスと VXML Serverライセンスが必要です）。

• Reporting Server（CVP Reportingライセンスが必要です）。

機能に制限はありますが（30ポート）、ライセンスがなくても、コールサーバ、Reporting
Server、および VXML Serverはすぐに使用できます。

（注）

ここでは、これらのコンポーネントにライセンスを適用する方法について説明します。

Unified CVP サーバライセンス
新規 Unified CVPコールサーバ、VXML Server、または Reporting Serverを作成するとき、サーバ
を使用する前に、有効なライセンスファイルを適用する必要があります。参照してライセンス

ファイルをOperations Serverにアップロードしてから、ライセンスを付与したいUnifiedCVPServer
にライセンスを転送できます。 Operations Serverデータベースの既存のライセンスファイルを選
択するか、またはローカルデスクトップから新規ライセンスファイルを選択します。

ライセンスを適用する前でも、コールサーバおよびVXMLServerは、デフォルトで30の同時セッ
ションをサポートします。これは、簡単なテストまたは評価をするために役立てることができま

す。評価期間は 30日で期限が切れることに注意してください。ただし、実稼働サーバには、必
要な数の同時接続をサポートするために適用されたライセンスが常に必要です。

   Cisco Unified Customer Voice Portal Release 9.0(1) インストレーションアップグレードガイド
24

インストール後

Security

http://www.cisco.com/en/US/products/sw/custcosw/ps1001/prod_technical_reference_list.html


Reporting Server、VXML Server、またはコールサーバのライセンシング情報を変更するには、以
下に示すように、新規ライセンスファイルを転送し、サーバを再起動します。

ライセンスは、%CVP_HOME%/conf/license/cvp.licenseに配置されます。（注）

Unified CVP サーバライセンスの適用
ライセンスファイルを転送するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 [Device Management]メニューからライセンスを適用するサーバのタイプを選択します。たとえ
ば、ライセンスをVXMLServerに適用するには、[DeviceManagement]を選択してから、ライセン
スを転送するサーバのタイプ（VXML Server、コールサーバ、または Reporting Server）を選択し
ます。

[Find, Add, Delete, Edit]ウィンドウに、ネットワークマップに追加されたすべてのサーバがリスト
されます。

ステップ 2 [Hostname]フィールドにあるリンクをクリックするか、その前にあるオプションボタンをクリッ
クして、[Edit]をクリックすることによって、サーバを選択します。

ステップ 3 ツールバーの [File Transfer]を選択して [Licenses]をクリックします。
現在選択されている Unified CVP Serverのホスト名と IPアドレスをリストする [File Transfer]ペー
ジが表示されます。

ステップ 4 ライセンスファイルが [Select From Available License Files]テキストボックスにリストされていな
い場合、以下を実行します。

a) [Select a License File from Your Local PC]をクリックします。
b) テキストボックスにファイル名を入力するか、[Browse]をクリックしてローカルファイルシ
ステムにあるライセンスファイルを検索します。

ステップ 5 ライセンスが [Select From Available License Files]テキストボックスにリストされている場合、ラ
イセンスファイルを選択して、[Select]をクリックします。

ステップ 6 [Transfer]をクリックして、選択したライセンスファイルを選択したデバイスに転送します。
ライセンスが選択したサーバに適用されます。

Unified CVPライセンシングの詳細については、『Configuration and Administration Guide for Cisco
Unified Customer Voice Portal』を参照してください。

次の作業

新たに転送したライセンスファイルを認識し、適用できるようにするため、ライセンスの転送先

サーバすべてを再起動する必要があります。OperationsConsoleを使用して、コールサーバ、VXML
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Server、および Reporting Serverを再起動できます。詳細については、『Operations Console Online
Help for Cisco Unified Customer Voice Portal』を参照してください。

%CVP_HOME%\VXMLServer\adminにあるステータス管理スクリプト（つまり、status.batまたは
status.sh）を実行し、その出力を確認することにより、VXMLServerが動作可能であり、適切にラ
イセンスが付与されていることを確認できます。

Operations Consoleを使用してポートの使用状況ステータスをチェックすることにより、コール
サーバまたはReporting Server、あるいはその両方が動作可能であることを確認できます。詳細に
ついては、『Operations Console Online Help for Cisco Unified Customer Voice Portal』を参照してく
ださい。

Unified CVPライセンシングの詳細については、『Configuration and Administration Guide for Cisco
Unified Customer Voice Portal』を参照してください。

VXML サーバライセンス
同じマシンにソフトウェアがインストールされていても、各VXML Serverには、別個のライセン
スが必要です。VXMLサーバライセンスは、IPアドレスに関連付けられます。サーバの IPアド
レスを変更した場合、別のライセンスを要求する必要があります。

アクティブなライセンスのない（たとえば、ライセンスが失われた、無効である、または期限が

切れた）VXML Serverが開始すると常に、ライセンスをアクティブ化する必要があることを示す
メッセージがアプリケーションサーバコンソールと起動ログに記録されます。ただし、評価目

的で、ライセンスのない VXML Serverのインストールを最大 30の同時セッションで使用できま
す。それ以上の同時セッションを使用するには、VXML Serverを有効なライセンスでアクティブ
化する必要があります。

Call Studio ライセンス
Call Studioは、インストール後 30日間、アクティブなライセンスがなくても使用できます。 30
日後、CallStudioを継続して使用するには、アクティブなライセンスを適用する必要があります。

Call Studio ライセンスの適用
ライセンスを Call Studioに適用するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 PAK（製品認証キー）を取得し、その番号を Ciscoライセンスツール（http://www.cisco.com/go/
license）に入力します。
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ライセンスファイルが返されます。

ステップ 2 ライセンスファイルをテキストエディタで開き、内容をコピーします。

ステップ 3 Call Studioを起動します。

ステップ 4 メニューから [Help] > [Activation...]を選択します。
[Activation...]ダイアログボックスが表示されます。

CallStudioを使用してから30日後、アクティブなライセンスが適用されていない場合、
Call Studioを起動すると、[Activation...]ダイアログボックスが表示されます。

（注）

ステップ 5 [Activation...]ダイアログボックスの [License]フィールドにライセンステキストを貼り付けます。

ステップ 6 [Activate]をクリックします。
ライセンスがチェックされている間、ステータスバーが表示されます。アクティベーション後、

「Activation Successful」というメッセージが表示されます。

ステップ 7 [OK]をクリックします。
Call Studioライセンスがアクティブ化されます。
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第 6 章

Unified CVP のアンインストール

この章では、Unified CVPソフトウェアコンポーネントをアンインストールするタスクを示しま
す。

• 関連ファイル, 29 ページ

• Windows 2008 R2 Server, 29 ページ

関連ファイル
UnifiedCVPコンポーネント、またはそれらの関連サービスリリースあるいはメンテナンスリリー
スのいずれかのアンインストールを試行する前に、その他すべてのアプリケーションがシャット

ダウンされ、開かれたファイルが閉じられていることを確認してください。また、Unified CVP
アンインストールプログラムが必要とするファイルがロックされていると、アンインストールが

失敗することがあります。

Windows 2008 R2 Server
この項では、Unified CVPソフトウェアのWindows 2008 R2 Serverからのアンインストールに関連
するタスクおよび手順について説明します。これには、システムから Unified CVPソフトウェア
をアンインストールする以下の 2つの方法が含まれます。

• Unified CVPインストールプログラムから

• Windowsコントロールパネルから
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Unified CVP ソフトウェアの Windows コントロールパネルからのアン
インストール

Unified CVPソフトウェアをWindowsコントロールパネルから削除するには、次の手順を実行し
ます。

手順

ステップ 1 [Cisco Security Agent]をディセーブルにします。

ステップ 2 開いているすべてのアプリケーションを閉じます。

ステップ 3 [Start] > [Control Panel] > [Programs and Features]をクリックします。

ステップ 4 [Cisco Unified Customer Voice Portal / Cisco Unified Call Studio]を選択し、[Remove]をクリックしま
す。

ステップ 5 [Next]をクリックして、アンインストールプロセスを開始します。
InstallShieldウィザードによって、以前にインストールされたすべての Unified CVPコンポーネン
トが削除されます。

アンインストールプロセスが終了すると、[Uninstall Complete]画面が表示されます。アンインス
トールしたコンポーネントに応じて、アンインストールを完了するために、システムをリブート

するようにアンインストールプロセスによって要求されることがあります。

Cisco Unified Call Studioのアンインストール後、一部のファイルはディレクトリ
（C:\Cisco\Callstudio）に保持されます。 Unified CVP 9.0(1)を再インストールす
る前に、このディレクトリで使用しているすべてのファイルを手動でバックアップして

から、ディレクトリを削除します。

（注）

関連トピック

Security Agentのディセーブル化, （8ページ）

Unified CVP ソフトウェアのインストールプログラムを使用したアンイ
ンストール

インストールプログラムを使用して Unified CVPソフトウェアを削除するには、次の手順を実行
します。

手順

ステップ 1 [Cisco Security Agent]をディセーブルにします。

ステップ 2 アンインストールするソフトウェアの setup.exeファイルを再実行します。
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[CVP InstallShield Wizard Modify]画面が表示されます。

ステップ 3 [Remove]オプションを選択して [Next]をクリックします。

ステップ 4 アンインストールする Unified CVPソフトウェア（Cisco Unified Customer Voice Portalまたは Cisco
Unified Call Studio）を選択し、[Remove]をクリックします。
アンインストールプロセスが終了すると、[Uninstall Complete]画面が表示されます。アンインス
トールしたコンポーネントに応じて、アンインストールを完了するために、システムをリブート

するようにアンインストールプロセスによって要求されることがあります。

Cisco Unified Call Studioのアンインストール後、一部のファイルはディレクトリ
（C:\Cisco\Callstudio）に保持されます。 Unified CVP 9.0(1)を再インストールす
る前に、このディレクトリで使用しているすべてのファイルを手動でバックアップして

から、ディレクトリを削除します。

（注）

関連トピック

Security Agentのディセーブル化, （8ページ）
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第 7 章

CVP ソリューション移行の互換性

この章では、UnifiedCVP製品の移行互換性、および移行中に影響を受けるUnifiedCVPソリュー
ションのその他の主要なコンポーネントについて説明します。

Unified CVP 9.0(1)は、Windows 2008 R2 Serverで実行されるため、Unified CVP 8.0(1)または CVP
8.5(1)の以前のリリースからのアップグレードはサポートされません（以前のリリースはWindows
2003 Serverで実行されるため）。

• CVPソリューション移行の互換性について, 33 ページ

• Unified CVP 9.0(1)への移行, 34 ページ

CVP ソリューション移行の互換性について
Unified CVP 9.0(1)では、Unified CVP 8.0(1)および Unified CVP 8.5(1)リリースからの移行のみが
サポートされています。 Unified CVPは、製品でもあり、ソリューションでもあるため、アップ
グレードを計画するときに、UnifiedCVP製品コンポーネントのアップグレードを検討するだけで
は不十分です。 Unified CVP製品は、Unified CVPソリューションのその他の主要なコンポーネン
トに依存しています。

UnifiedCVPソリューションの次のコンポーネントは、UnifiedCVP製品の一部ではありませんが、
完全なソリューションを提供するために使用される場合があります。

• Unified Communications Manager

• Cisco Unified Intelligent Contact Manager

• Ciscoゲートウェイ

• SIPプロキシサーバ

•サードパーティ製の音声自動認識（ASR）および音声合成（TTS）サーバ

• Cisco Unified SIP Proxy（CUSP）

• Cisco Application Control Engine（ACE）
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アップグレードは、Unified CVPが実行されるプラットフォーム、または Unified CVPが使用する
コール制御メカニズムに変更を加えないで、Unified CVPの以前のリリースから Unified CVPのよ
り新しいリリースに既存のインストールを移す一般的なプロセスです。たとえば、CVP8.0(1)コー
ルサーバの CVP 8.5(1)コールサーバへの変換は、アップグレードです。

段階的に Unified CVPをアップグレードすることにより、一度に多くの製品をアップグレードす
ることに付随するリスクを軽減します。マルチフェーズのアップグレード方法をサポートするた

めに、Unified ICMと Unified CMのより新しいバージョンでは、より古い CVPリリースをサポー
トしています。

たとえば、3段階のプロセスを計画しているとします。停止時点が完全にサポートされるバージョ
ンの組み合わせになるように、いくつかのコンポーネントを各段階でアップグレードします。期

待される結果は、可能な限り最も少ない数のコンポーネントをアップグレードしつつ、それらの

コンポーネントをそれぞれ可能な限り最終バージョンに近づくようにプッシュすることです。

アップグレードのこの方法は、各段階の変数の数を減らし、同時に特定のコンポーネントのアッ

プグレードが必要な回数も減らします。各段階の後に、ロールバックテストを実行し、ソリュー

ションが再び完全に動作可能であることを確認します。その時点で、しばらくの間、その段階で

ソリューションを実稼働として実行することを選択することもできます。

アップグレード計画の準備が整い、アップグレードする準備ができたら、『Hardware and System
Software Specification for Cisco Unified Customer Voice Portal (Unified CVP) Release 9.0(1)』を必ず確
認して、展開に関する移行リスクを軽減する方法を計画してください。

Unified CVP 9.0(1) への移行
Unified CVP Release 8.0(1)または Unified CVP Release 8.5(1)から Unified CVP Release 9.0(1)への移
行に関する基本手順を以下に示します。ソリューションレベルの互換性が考慮に入れられます。

これらの手順は推奨されているだけです。特定の理由で別の手順を実行することもできます。

『Hardware and System Software Specification for Cisco Unified Customer Voice Portal (Unified CVP)
Release 9.0(1)』を参照して、ソリューションコンポーネントがUnified CVP 9.0(1)によってサポー
トされるバージョンであることを確認してください。

Unified CVP 9.0(1)には、IOSゲートウェイで実行される新しいゲートウェイファイルが含ま
れます。これらのファイルのすべては、CVP移行の一部として IOSゲートウェイに展開する
必要があります。これらのゲートウェイファイルの一部は、9.0(1)よりも前の CVPリリース
を実行するシステムと互換性がない場合があり、UnifiedCVP9.0(1)を実行するシステムのみで
これらのファイルを使用する必要があります。その他の CVPシステムで、以前のバージョン
のCVPをそのまま実行する予定の場合、それらのシステムは、スクリプトファイルをUnified
CVP 9.0(1)バージョンにアップグレードしたゲートウェイを使用できません。

（注）
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Unified CVPインストーラを実行する前に、サーバで実行しているすべてのサードパーティの
サービスおよびアプリケーションを停止する必要があります。一部のサードパーティのサー

ビスおよびアプリケーションが、インストーラが必要とするファイルをロックしてしまう可能

性があります（これは、インストールエラーの原因になります）。

重要

はじめる前に

製品のサポートされるソフトウェアのリリース情報については、『UnifiedContactCenter Enterprise
(Unified CCE) Software Compatibility Guide』を参照してください。また、リリース 9.0(1)のサポー
トされるハードウェアについては、『Hardware and System Software Specification for Cisco Unified
Customer Voice Portal (Unified CVP)』を参照してください。

手順

ステップ 1 以下の順序で、すべてのUnified CVPサブコンポーネントをUnified CVP Release 9.0(1)に移行しま
す。

a) Operations Console
b) Reporting Server
c) コールサーバ
d) VXML Serverと Unified Call Studio

ステップ 2 IOSをリリース 9.0(1)でサポートされるバージョンにアップグレードし、最新のスクリプトおよ
びメディアファイルを Operations Consoleからインストールします。

ステップ 3 適切なリリースの Unified ICMにアップグレードします。

ステップ 4 適切なリリースの Unified CMにアップグレードします。

ステップ 5 Agent PG上の JTAPIクライアントをアップグレードされたUnified CMのクライアントにアップグ
レードします。
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第 8 章

アップグレード計画

この章では、アップグレードの考慮事項および CVPアップグレードを実行するために使用でき
る方法に関する概要を示します。

• アップグレード方法, 37 ページ

• アップグレードに関する考慮事項, 40 ページ

アップグレード方法
通常、アップグレードを実行する期限付きメンテナンスウィンドウがあります。多数の CVP
Serverが存在するときに、1回のメンテナンスウィンドウですべてのサーバをアップグレードで
きないことがあります。 CVPには、大規模な CVP展開でアップグレードプロセスを分割するの
に役立つアップグレード方法があります。CVPユニットおよびマルチフェーズアップグレードの
概念を使用して、複数のメンテナンスウィンドウで実行できる複数のステップにサーバのアップ

グレードを分割できます。

CVP ユニット
一部の Unified CVP展開は、コールパスが CVP Serverのサブセットのみを通過するように、論理
的に分割されます。サーバのこれらの論理的なグループ化を CVPユニットと呼びます。 CVPユ
ニットは、コールの処理に関与する可能性のあるすべてのVXML Server、コールサーバ、および
ReportingServerによって構成されます。これには、フェールオーバーマシン、VXMLゲートウェ
イがコールを転送できるその他のCVPユニット、およびサブルーチン要素によって呼び出される
VXMLアプリケーションを格納するすべての VXMLサーバが含まれます。

複数の CVPユニットが含まれる CVP展開では、一度に 1つのユニットをアップグレードできま
す。この方法は、コールセンターがH.323から SIPに移行していて、かつコール処理を継続しな
がら、リスクを最小限に抑える必要がある場合に、非常に役立つことがあります。CVPユニット
は、ユニット内のすべてのコンポーネントがアップグレードされるまで、オフラインのままであ

る必要があります。
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Unified CVP展開の例（VXMLServer、コールサーバ、Reporting Server、およびコールパス）を以
下に示します。

図には、2つの論理 CVPユニットが示されています。 1つのユニットから他方のユニットに移動
するコールパスがないため、これらのユニットは論理ユニットになります。

• CVPユニット 1：VS1、VS2、CS1、CS2、RS1

• CVPユニット 2：VS3、VS4、CS3、CS4、RS2

以下のシナリオは、CVPユニットをアップグレードする方法示す例です。

シナリオ 1：メンテナンスウィンドウで関連するサーバの CVPユニットのアップグレード

•メンテナンスウィンドウ 1：RS1、CS1、CS2、VS1、VS2

•メンテナンスウィンドウ 2：RS2、CS3、CS4、VS3、VS4

各論理ユニットは個別にアップグレードできます。CVPユニットのアップグレードは、次の項で
説明されているマルチフェーズアップグレード方法を使用して、さらに分割できます。

マルチフェーズアップグレード

マルチフェーズアップグレードは、UnifiedCVPServerのサブセットをアップグレードし、コール
処理を再開する機能です。マルチフェーズアップグレードプロセスでは、時間の経過でアップ

グレードを分割する追加の方法を提供します。CVP展開に複数のCVPユニットが存在する場合、
マルチフェーズアプローチを使用して各ユニットをアップグレードできます。
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マルチフェーズアップグレードでは、以下の順序で、すべてのコンポーネントをアップグレード

する必要があります。

1 Operations Console（OAMP）

2 Reporting Server

3 コールサーバ

4 VXML Server

1つのカテゴリのすべてのサーバを 1つのメンテナンスウィンドウでアップグレードする必要は
ありません。ただし、Unified CVP展開または CVPユニットの次のコンポーネントのセットに移
る前に、1つのタイプのすべての CVPコンポーネントをアップグレードする必要があります。

図 4：CVP Server とコールパス

以下のシナリオは、マルチフェーズアップグレードの実装方法を示す例です。

シナリオ 2：メンテナンスウィンドウで特定のタイプのすべてのサーバをアップグレードする

•メンテナンスウィンドウ 1：RS1、RS2

•メンテナンスウィンドウ 2：CS1、CS2、CS3、CS4

•メンテナンスウィンドウ 3：VS1、VS2、VS3、VS4
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シナリオ 3：メンテナンスウィンドウでサーバタイプのサブセットをアップグレードする

•メンテナンスウィンドウ 1：RS1、RS2、CS1

•メンテナンスウィンドウ 2：CS2、CS3、CS4、VS1

•メンテナンスウィンドウ 3：VS2、VS3、VS4

シナリオ 4：メンテナンスウィンドウで CVP ユニットからサーバタイプのサブセットをアップグ
レードする

•メンテナンスウィンドウ 1：RS1、CS1

•メンテナンスウィンドウ 2：CS2、VS1、VS2

•メンテナンスウィンドウ 3：RS2、CS3

•メンテナンスウィンドウ 4：CS4、VS3、VS4

アップグレードに関する考慮事項
CVPユニットまたはマルチフェーズアップグレード、あるいはその両方を計画するときに、以下
のアップグレードに関する考慮事項を確認してください。

CVP ユニットおよびマルチフェーズアップグレード
製品のアップグレードを複数のステップに分割するときに、以下の点を考慮することは重要です。

全体的な考慮事項

•サーバでのコンポーネントの共存

◦マルチフェーズアップグレードは、コンポーネントが共存する展開ではサポートされま
せん。

◦ CVPユニットのアップグレードでは、すべての共存コンポーネントが同じユニットの一
部である場合、共存コンポーネントがサポートされます。非共存コンポーネントと同

様、ユニットを構成するすべてのコンポーネントがアップグレードされるまで、CVPユ
ニットはオフラインのままである必要があります。たとえば、共存する VXML Server
とコールサーバが同じ CVPユニットに存在する場合、そのユニットはアップグレード
できます。すべてのコンポーネントがアップグレードされると、ユニットはコール処理

を開始します。
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展開がアップグレード順序に沿って実行されず、その展開がコールを処理した場合、一部の

コールデータは失われるおそれがあります。たとえば、7.0(2) Reporting Serverがメッセージ
を 9.0(1)コールサーバから受信する場合、そのコールに関する CVP 9.0(1)で導入された新し
いフィールドやメッセージはいずれも保持されません。

注意

Ops Console

• Unified CVP 9.0(1)では、展開ごとに 1つの Ops Console Serverがサポートされます。

• Ops Consoleは、常に最初にアップグレードする必要があります。最初にアップグレードし
ないと、Unified CVP 9.0(1)リリースで導入されたプロパティを設定できません。

• Ops Consoleには、最後にリリースされたバージョンのユーザインターフェイスのみが表示
されます。以前のバージョンのデバイスタイプのインターフェイス画面形式はサポートさ

れません。たとえば、コールサーバがバージョン 8.0(1)であるとき、9.0(1)バージョンの
コールサーバ設定画面では、該当する場合、新しい設定オプションとデフォルト値が表示さ

れます。

• Ops Consoleが古いリリースバージョンのデバイスタイプのオンラインビューを実行する場
合、デフォルトを適用して、古いデバイスタイプでは不明な新しいプロパティを読み込もう

とします。

•古いバージョンのデバイスタイプをサポートし続けるには、Ops Consoleを使用して、既存
のプロパティの属性を削除または変更することはできません。

•以前のバージョンのコンポーネントが新しいバージョンにしか適用されない設定プロパティ
を受け取る場合、トレースメッセージをログに記録します。

• Unified CVPデバイスタイプのバージョン情報は、すべての Unified CVP 9.0(1)コンポーネン
トで使用できます。アップグレードされていないCVPデバイスタイプのバージョン情報は、
使用できません。
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第 9 章

Unified CVP 9.0(1) への移行

Unified CVP 9.0(1)には、Windows 2008 R2 Serverが必要です。Unified CVP 9.0(1)よりも前のバー
ジョンは、Unified CVP 9.0(1)へのアップグレードをサポートしないWindows 2003 Serverで実行
されます。

Unified CVPでは、この製品コンポーネントの Unified CVP 8.0(1)および Unified CVP 8.5(1)から
UnifiedCVP9.0(1)への移行がサポートされています。UnifiedCVP9.0(1)に移行するには、Windows
2008 Serverのライセンスを取得する必要があります。

移行を計画する際に、CVP製品コンポーネントの移行を検討するだけでは不十分です。オペレー
ティングシステム、Unified Contact Center Enterprise、Unified CM、IOSなどの Ciscoソフトウェ
ア、およびサードパーティ製ソフトウェアのソリューション全体に関わる依存関係が存在しま

す。また、すべての Unified CVPコンポーネントに新しいライセンスを適用する必要もありま
す。ライセンスの取得および適用の詳細については、ライセンス, （24ページ）の項を参照し
てください。移行したコンポーネントにライセンスを適用しない場合、ソフトウェアは評価モー

ドで実行されます。

この章は次のトピックで構成されています。

• ハードウェアおよびソフトウェアの変更点, 43 ページ

• CVPソリューションコンポーネントのアップグレード, 44 ページ

• Unified CVPソフトウェアの移行, 45 ページ

ハードウェアおよびソフトウェアの変更点
既存の CVP展開を Unified CVP Release 9.0(1)に移行するために、実行しなければならない処理を
評価するとき、次のことを考慮します。

•現在のUnifiedCVPコール制御サーバとWindowベースのVXMLServerのすべては、Windows
2008 R2 Serverで実行する必要があります。

• ReportingServerは、オプションのコンポーネントです。展開にレポート機能が必要な場合、
そのための追加のマシンを展開する必要があります。

Cisco Unified Customer Voice Portal Release 9.0(1) インストレーションアップグレードガイド
43



• Standalone Distributed Diagnostics and Service Network（SDDSN）は必要なくなりました。
SDDSNサーバを保有している場合、これらのサーバを停止すること、または別の目的で使
用することを検討してください。

• CVPOperationsServerは必須コンポーネントです。展開オプションについては、『CiscoUnified
Customer Voice Portal (CVP) Release Solution Reference Network Design (SRND)』（http://
www.cisco.com/en/US/products/sw/custcosw/ps1006/products_implementation_design_guides_list.html）
を参照してください。これには、スタンドアロン展開も含まれます。 SDDSNサーバが該当
する仕様を満たしている場合、このサーバを CVP Operations Serverとして再利用できます。

•ゲートキーパーは、SIP実装では必要ありません。 SIPに移すまたは SIPを使用する場合、
ゲートキーパーを解放できます。また、場合によっては、入力ゲートウェイまたは VXML
ゲートウェイ（あるいはその両方）として使用するように変換できます。 H.323から SIPへ
の移行の詳細については、H.323から SIPへの包括展開モデルまたはコールディレクタ展開
モデルの移行, （59ページ）を参照してください。

• SIPメッセージルーティング用の SIPプロキシサーバおよびDNSサーバは、SIP実装のオプ
ションコンポーネントです。これらのコンポーネントを使用する場合、それらのコンポー

ネントをネットワークに追加する必要があります。 SIPプロキシサーバおよび DNSサーバ
は、他の CVP製品コンポーネントと共存できません。

•専用タイプ 2およびタイプ 8の CVPコール制御サーバは必要なくなりました。

•古いゲートウェイハードウェアまたはゲートキーパーのハードウェアを使用する場合、この
リリースで必要な IOSのバージョンは、そのハードウェアをサポートしません。そのため、
新しいハードウェアを購入する必要があります。詳細については、『Hardware and Software
System Specification for Cisco Unified Customer Voice Portal Software Release』（http://
www.cisco.com/en/US/products/sw/custcosw/ps1006/prod_technical_reference_list.html）を参照し
てください。

CVP ソリューションコンポーネントのアップグレード
以下のUnified CVPソリューションコンポーネントは CVP展開に密接に関係しているため、個々
に独自のアップグレード手順が存在します。

IOS ゲートウェイ
Ciscoゲートウェイは、CVPソリューションアップグレード互換性マトリクスで指定されている
IOSリリースにアップグレードする必要があります。新しいバージョンの IOSには、以前のバー
ジョンからの多くの構文上の変更点（特に、コールアプリケーションの分野）があります。CVP
ソリューションアップグレード互換性マトリクスは、『Hardware and Software System Specification
for Cisco Unified Customer Voice Portal Software Release』（Hardware and Software System Specification
for Cisco Unified Customer Voice Portal Software Release）で見つけることができます。

新しいバージョンの IOSを起動すると、実行コンフィギュレーションが新しい構文に自動的に変
換されます。
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処理前に古い設定をバックアップすることは非常に重要です。アップグレードした設定を取り

消す方法はありません。

（注）

Ops Console Serverでファイルを見つけて、それらのファイルをゲートウェイのフラッシュメモリ
にコピーする必要があります。 error.wavメディアファイル
は、%CVP_HOME%\OpsConsoleServer\GWDownloadsにあります（たとえば、
C:\Cisco\CVP\OpsConsoleServer\GWDownloads）。これらのすべての変更点の詳細につ
いては、『Configuration and Administration Guide for Cisco Unified Customer Voice Portal』を参照し
てください。

Application Control Engine
展開に Ciscoコンテンツサービススイッチ（CSS）デバイスが含まれる場合、以前のリリースの
Unified CVP 8.0(1)または Unified CVP 8.5(1)から Unified CVP 9.0(1)に移行する前に、CSSから
Application Control Engine（ACE）に移行する必要があります。 CSSから ACEへの移行には、
CSS2ACEコンバータツールを使用します。詳細については、http://wwwin.cisco.com/dss/adbu/dcas/
adoptions/cssmigration/を参照してください。

ACEのこのアプリケーションでは、エンジンは、主に特定のタイプのサービスの初期セッション
要求に送るために使用されます。 ACEのバージョン情報は、『Hardware and Software System
Specification for Cisco Unified Customer Voice Portal Software Release』で確認できます。 CVP 9.0(1)
の ACEの指示に従ってください。

Unified CVP ソフトウェアの移行
以下のタスクでは、以前のリリースから移行（Unified CVP 8.0(1)および Unified CVP 8.5(1)から
Unified CVP 9.0(1)への移行）する手順について説明します。

Unified CVP ディスクのバックアップ
この移行には、ロールバック機能がありません。この移行の前にディスク全体をバックアップす

ることを推奨します。どの時点でも、ダウングレードが必要な場合に、このバックアップが役立

ちます。

Operations Consoleの設定をバックアップする方法の詳細については、『Operations Console Online
Help for Cisco Unified Customer Voice Portal』の「Exporting an Operations Console Configuration」
を参照してください。ReportingServerデータベースのバックアップの詳細については、『Reporting
Guide for Cisco Unified Customer Voice Portal』の「Database Backup」を参照してください。
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Cisco Security Agent のアンインストール
CSAは、Unified CVP Release 9.0(1)以降のリリースではサポートされません。 CSAが存在する場
合、Unified CVPをアップグレードする前に、CSAをアンインストールする必要があります。
Unified CVP Release 9.0(1)以降を実行するサーバに CSAをインストールすることはできません。

Cisco Unified CVP OAMP の移行
Cisco Unified CVP OAMPを移行するには、次の手順を実行します。

• CVP OAMP設定のバックアップ

• CVP OAMP設定の保存

• CVP OAMP設定の復元

CVP OAMP 設定のバックアップ
UnifiedCVP9.0(1)への移行後、既存のCVPOAMP設定を保持する場合は、CVPOAMP設定をバッ
クアップする必要があります。CVPOAMPでは、既存のすべての設定をファイルにエクスポート
できます（ライセンスやアプリケーションスクリプトなどアップロードしたファイルを除く）。

重要なこととして、CVP OAMPは sip.propertiesファイルをエクスポートできないことに注意して
ください。既存の展開への完全な移行を達成するには、CVPOAMPの既存の設定をエクスポート
することに加え、sip.propertiesファイルを手動でコピーする必要があります。

設定をエクスポートするには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 CVP OAMP Ops Consoleを起動します。

ステップ 2 OAMP Ops Consoleで、[System]をクリックしてから、[Export System Configuration]をクリックし
ます。

[Export System Configuration]画面が表示されます。

ステップ 3 [Export]をクリックします。
[Opening CVP-OpsConsole-Backup.zip]ウィンドウが表示されます。

ステップ 4 [Save File]を選択し、[OK]をクリックします。

CVP OAMP 設定の保存
ネットワークストレージメディア（または USBドライブや光学 CDなどのポータブルストレー
ジメディア）に保存された設定を含むファイルをコピーします。ライセンスファイルや
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sip.propertiesファイルのようなカスタムファイルは、後で検索できるように共有ストレージメディ
アに保存されます。

保存された設定やカスタムファイルがネットワークストレージメディアに格納される場合、共

有ストレージメディアは、Unified CVP 9.0(1)をインストールするように計画しているWindows
2008 R2 Serverからアクセスできる必要があります。

CVP OAMP 設定の復元
CVP OAMP ServerをWindows 2008 R2 Serverにアップグレードします。 Unified CVP 9.0(1)ソフト
ウェアメディア CDから CVP OAMPをインストールします。古いバージョンの OAMPからエク
スポートされた CVP OAMP設定は、最新バージョンに自動的にアップグレードされます。

Windows 2008 R2 Serverの CVP OAMP設定を復元するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 Cisco Resource Manager Windowsサービスを停止します。

• [Start] > [All Programs] > [Administrative Tools] > [Services]を選択します。[Services]ウィンド
ウが表示されます

。

•サービス名のリストで、[Cisco Resource Manager]を選択し、[Stop]をクリックします。

ステップ 2 保存した OAMP設定をインポートします。

• OAMP Ops Consoleで、[System] > [Import System Configuration]を選択します。 [Import System
Configuration]ウィンドウが表示されます。

• [Browse]をクリックし、以前のUnified CVP OAMPの保存したOAMP設定が含まれるネット
ワークストレージメディアでファイル名を選択します。

• [Import]をクリックします。保存された OAMP設定がインポートされます。

•ネットワークストレージメディアから対応する CVPディレクトリにカスタムファイル、ラ
イセンスファイル、および sip.propertiesファイルを手動でコピーし、復元操作を完了しま
す。

• Unified CVPの以前のバージョンからユーザ関連情報を含むバックアップを復元しなかった
場合、ステップ 4に進みます。

ステップ 3 OAMP Ops Consoleでは、[Database Administration] > [Manage Reporting Users]を選択します。古い
バージョンのUnified CVPで作成された既存の Reportingユーザを削除します。既存のユーザが機
能しないため、新規ユーザを作成します。

ステップ 4 以前のバージョンのCVPOAMPからインポートした既存のユーザと同じパスワードを設定するに
は、次の手順を実行します。
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[Server Manager] > [Configuration] > [Local Users and Groups] > [Users]を選択します。•

•既存のユーザ名を右クリックし、[Set Password]を選択します。 [Set Password]画面で [Proceed]
をクリックします。

•古いパスワードを入力し、確認用にもう一度パスワードを入力します。

• [OK]をクリックします。

ステップ 5 OAMPサービス（Cisco CVP OPS Console Serverおよび Cisco CVP Resource Manager）を再起動し
ます。

• [Start] > [All Programs] > [Administrative Tools] > [Services]を選択します。 [Services]ウィンド
ウが表示されます。

• [Cisco CVP Ops Console Server]を選択します。

• [Restart]をクリックします。 [Services]で CVP Ops Console Serverサービスが開始します。

• [Cisco CVP Resource Manager]を選択します。

• [Restart]をクリックします。 [Services]ウィンドウで CVP Resource Managerサービスが開始
します。

次の作業

この復元操作の後、CVP OAMPログイン証明書を含む保存された CVP OAMP設定からインポー
トされた新しいデータによって、すべての既存の CVP OAMPデータが上書きされます。この復
元操作の後、以前のバージョンの CVP OAMPの OAMPログイン証明書を使用して、CVP OAMP
Ops Consoleにログインする必要があります。

CVP Ops Console を使用したセキュアな通信
OpsConsoleとその他のCVPコンポーネントの間のセキュアな通信用の [EnableSecuredCommunication
with the Ops Console]オプションを選択します。 Ops Consoleとその他の CVPコンポーネントの間
のセキュリティ証明書の設定については、『Configuration and Administration Guide for Cisco CVP
9.0(1)』（http://www.cisco.com/en/US/products/sw/custcosw/ps1006/products_installation_and_configuration_
guides_list.html）の第 5章「Configuring and Modifying CVP Security」を参照してください。
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Unified CVP コールサーバの移行

Cisco Unified CVPコールサーバをリリース 9.0(1)に移行するときには、すべての Unified CVP
コンポーネントに新しいライセンスを適用する必要もあります。ライセンスの取得および適

用の詳細については、Unified CVPライセンシング, （11ページ）を参照してください。移行
したコンポーネントにライセンスを適用しない場合、ソフトウェアは評価モードで実行されま

す。

（注）

移行を開始する前に、以前のCVPインストール済み環境に戻す必要が生じた場合に備え、冗長性
を確保するために既存のCVPインストール済み環境を別のコンピュータに手動でバックアップす
ることを推奨します。

シスコでは、コールサーバのコンフィギュレーションファイルの手動での変更はサポートさ

れていません。コンフィギュレーションファイルを手動で変更する場合、Unified CVP 9.0(1)
への移行中に、変更された情報がバックアップされません。

（注）

Cisco Unified CVPコールサーバを移行するには、次の手順を実行します。
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手順

ステップ 1 Windows Server 2008 R2をインストールし、Unified CVP 9.0(1)のインストールを計画している新
しいWindows Server 2008 R2に以前の CVP 8.x Windows Server 2003の IPアドレスとホスト名を割
り当てます。

ステップ 2 Unified CVP 9.0(1)インストーラをWindows Server 2008 R2で実行します。 CVP Serverコンポーネ
ントをインストールします。

ステップ 3 Operations Consoleにログインし、[Device Management] > [Unified CVP Call Server]にナビゲートし
ます。

ステップ 4 選択された IPアドレスとホスト名で Unified CVPコールサーバを選択します。 [Edit]をクリック
します。

ステップ 5 [Save and Deploy]をクリックし、設定を Unified CVPコールサーバに展開します。

ステップ 6 [System] > [SIP Server Groups]を選択します。 [SIP Server Groups]画面で、以前の OAMP設定のイ
ンポート手順で設定したデータが入力されていることを確認します。 [Save and Deploy]をクリッ
クして、処理が正常に完了したことを確認します。

ステップ 7 [System] > [Dialed Number Pattern]を選択します。 [Dialed Number Pattern]画面で、以前のOAMP設
定のインポート手順で設定したデータが入力されていることを確認します。 [Deploy]をクリック
し、処理が正常に完了したことを確認します。

ステップ 8 [Device Management] > [Media Server]を選択します。 [Default Media Server]ドロップダウンリスト
から、適切なメディアサーバを選択します。 [Set]をクリックし、[Deploy]をクリックします。

ステップ 9 マシンにインストールされたメディアサーバから、[Internet Information Services] > [Sites]を選択し
ます。新規グループをリストに追加して、[Add]をクリックし、[everyone]を選択します。グルー
プEveryoneにフルコントロールを付与するには、[full control]チェックボックスをオンにします。

ステップ 10 FTPサイトで [Restart]をクリックして、FTPサーバを再起動します。

Cisco Unified VXML Server の移行

はじめる前に

Cisco Unified CVP VXML Serverをリリース 9.0(1)に移行するときは、Unified Call Studioもリリー
ス 9.0(1)に移行する必要があります。VXMLServerおよびCall Studioのバージョンは、Call Studio
アプリケーションをVXMLServerと連携させるために、同じである必要があります。また、すべ
ての Unified CVPコンポーネントに新しいライセンスを適用する必要もあります。ライセンスの
取得および適用の詳細については、ライセンス, （24ページ）を参照してください。移行したコ
ンポーネントにライセンスを適用しない場合、ソフトウェアは評価モードで実行されます。
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手順

ステップ 1 テストサーバおよび実稼働サーバで、以下の場所にあるすべてのサードパーティライブラリ（.class
または .jar files）をバックアップします（ここで、APP_NAMEは各展開済み音声アプリケーショ
ンの名前です）。

• %CVP_HOME%は、デフォルトで C:\Cisco\CVPです

• %CVP_HOME%\VXMLServer\common\classes

• %CVP_HOME%\VXMLServer\common\lib

• %CVP_HOME%\VXMLServer\applications\APP_NAME\java\application\classes

• %CVP_HOME%\VXMLServer\applications\APP_NAME\java\application\lib

• %CVP_HOME%\VXMLServer\applications\APP_NAME\java\util

また、%CATALINA_HOME%/webapps/CVP/audioに展開されたすべてのカスタムオーディ
オファイルもバックアップします。

ステップ 2 Unified CVP Serverが VXML Serverと同じ IPアドレスを使用するため、VXML Serverをシャット
ダウンします。

ステップ 3 Unified CVP Serverコンポーネントをターゲットマシンの Unified CVP 9.0(1)インストーラからイ
ンストールします。

ステップ 4 Operations Consoleにログインし、[Device Management] > [Unified CVP VXML Server]にナビゲート
します。

ステップ 5 選択された IPアドレスとホスト名で Unified CVPコールサーバを選択します。

ステップ 6 [Edit]をクリックし、編集する VXML Server設定を選択します。

ステップ 7 [Save and Deploy]をクリックし、設定を新しい VXML Serverに展開します。

ステップ 8 セキュアな接続が Ops Consoleと VXML Serverの間で以前に使用されていた場合、VXML Server
と Ops Consoleの間の SSL証明書を設定します。

ステップ 9 Ops Consoleを使用して、ライセンスファイルを新しい VXML Serverにアップロードします。

ステップ 10 バックアップしたオーディオファイルをフォルダ%CATALINA_HOME%/webapps\CVP\audioに
復元します。

ステップ 11 VXMLServerサービス Cisco CVP VXML Serverを再起動します。

次の作業

上記の手順を実行することに加え、Operations Consoleを使用する VXML Serverの設定方法の
詳細について、『Configuration and Administration Guide for Cisco Unified Customer Voice Portal』
の「Configuring a VXML server」の項を参照してください。

（注）
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Cisco Unified Call Studio の移行
UnifiedCall Studioは、Microsoftの開発者用ワークステーションソフトウェア（特にWindowsXP、
Windows Vista、およびWindows 7）でサポートされますが、Windows 2008 R2 Serverソフトウェア
ではサポートされません。 Call Studio 8.0(1)および 8.5(1)を Call Studio 9.0(1)に移行できます。
CATALINA_HOME\webapps\CVP\audioに展開されたオーディオファイルは、削除されます
（CATALINA_HOMEは、Tomcatインストールディレクトリです）。移行する前にオーディオ
ファイルをバックアップすることを推奨します。

リリース 9.0(1)の Unified Call Studioの新しいライセンスを取得する必要があります。以前の
リリースのライセンスは、最新バージョンでは有効ではありません。ライセンスをCall Studio
に適用する方法については、Call Studioライセンスの適用, （26ページ）を参照してくださ
い。

（注）

Cisco Unified Call Studioを移行するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 バージョン制御システムにまだ保存していない場合、開発マシンで Call Studioを使用し、すべて
のプロジェクトをオフラインメディアにエクスポートします。 [Navigator]ビューの任意のプロ
ジェクトを右クリックして、[Export]を選択し、[Export]ウィザードを完了することによって、プ
ロジェクトをエクスポートできます。

[Export]ウィザードによって提供されるリストでチェックを入れることによって、複数
のプロジェクトを同時にエクスポートできます。

（注）

ステップ 2 プロンプトが表示されたら、Call Studioインストーラを実行し、ライセンスをインストールしま
す。

ステップ 3 Unified Call Studioで、以前にエクスポートした Call Studioをインポートします。プロジェクトの
インポート中に、[Existing Cisco Unified CVP Project into Workspace]オプションを選択します。必
要に応じて、このインポートプロセスによって、プロジェクトが CVP 9.0フォーマットに自動的
にアップグレードされます。

アプリケーションを（ファイルシステムからインポートするのではなく）ソースリポ

ジトリからチェックアウトする場合、変換プロセスを開始するには、それらのアプリ

ケーションはCallStudioプロジェクトとして再インポートする必要があります。また、
インポート後の最初のチェックインでは、各プロジェクトのすべてのファイルは変更済

みと見なされ、リポジトリで更新する必要があります。

（注）

ステップ 4 Java 5を使用して、1.4よりも前の Javaバージョンでコンパイルされたカスタムコンポーネント
を再コンパイルします。 Java 1.4でコンパイルされたカスタムコンポーネントは、再コンパイル
せずに Java 5で実行されます。 Java 5は、Unified CVP 9.0(1)の必須のランタイムバージョンで
す。ただし、ユーザの責任において、下位互換性に影響することのある Java 5の変更点のリスト
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を確認し、必要なアップデートを行う必要があります。http://java.sun.com/j2se/1.5.0/compatibility.html
で互換性に関するページを見つけることができます。

ステップ 5 すべてのプロジェクト（直前のステップで新たに再コンパイルされたコンポーネントを含める必

要があります）を適切なターゲットCiscoUnifiedCVP9.0VXMLServerに展開します。複数のター
ゲット CVP VXML Serverに 1回のステップでプロジェクトを一括転送する Ops Consoleを使用し
ます。

CVP Reporting Server の移行
既存のCVPReporting Serverの移行では、大量のデータを移行する必要がある場合、時間がかかる
可能性があります。フルの Reporting Serverデータベース（25 GBのサイズ）を移行する時間が、
合計約 5時間になることがあります。

CVP Reporting データベースの移行
Unified CVP 8.x Reportingデータベースを Unified CVP 9.0(1) Reportingデータベースに移行し、提
供されるさまざまな機能にアクセスできます。 Unified CVP 9.0(1) Reportingデータベースは、
Windows 2008 R2 Serverでのみサポートされます。 Unified CVP 8.x Reportingデータベースは
Windows 2003によってサポートされるため、Unified CVP 9.0(1) Reportingデータベースへの直接
の更新はできません。移行時に以前のコールデータを保持するには、管理者は既存のデータベー

スをアンロードし、そのデータベースを Unified CVP 9.0(1) Reportingデータベースにロードしま
す。

Unified CVP 8.x Reportingデータベースを Unified CVP 9.0(1) Reportingデータベースに移行するに
は、以下のタスクを実行する必要があります。

Unified CVP Reporting Server の準備

手順

ステップ 1 CVP 9.0(1) Reporting ServerをWindows 2008 R2 Serverにインストールします。
CVP Reportingデータベースが正常に起動し、実行していることを確認します。

Informix IDS -CVPサービスがインストールされ、実行されていることをWindowsService
Managerで確認します。

（注）

ステップ 2 コマンドプロンプトから dbaccessを実行し、[database]を選択します。

ステップ 3 各データベースが選択されていることを確認するため、矢印キーを使用して、以下を選択し、

Returnキーを押します。

• callback

• ciscoadmin
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• cvp_data

Unified CVP 8.x Reporting データベースからのデータのアンロード
次の手順を実行して、Unified CVP 8.x Reportingデータベースをアンロードします。

手順

ステップ 1 ユーザ Informixとして Cisco Unified CVP 8.xにログオンします。

ステップ 2 Cisco CVPコールサーバサービスをWindows Service Managerから停止します。
アンロードする前に、アンロードスクリプトがハードディスク領域を確認しま

す。

（注）

ステップ 3 CVP 9.0(1)インストーラ DVDを CDドライブに挿入します。 ORは、CVP ISOファイルを抽出し
ます。

ステップ 4 [CVP] > [Migration]にナビゲートします。

ステップ 5 コマンドプロンプトから、ディレクトリをMigrationフォルダに変更します。
Migrationフォルダをローカルディスクにコピーして、アンロードスクリプトを直接実
行することもできます。

（注）

ステップ 6 migrate_unload.batファイルを見つけます。

ステップ 7 次のコマンドを実行して Reportingデータベースをアンロードします。migrate_unload.bat
–p <path where db can be exported>

例：
migrate_unload.bat –p c:\cvpdata
スクリプトの実行が完了した後、データベースは指定したパスの cvpdb.tarファイルにエクスポー
トされます。この例では、cvpdb.tarは、c:\cvpdataにエクスポートされます。

ステップ 8 エクスポートされた cvpdb.tarを CVP 9.0(1)データベースの Reporting Serverにコピーします。

Unified CVP 9.0(1) データベースへのデータのロード
レガシーコールデータを使用して Unified CVP 9.0(1) Reportingデータベースをロードするには、
次の手順を実行します。
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手順

ステップ 1 CVP 9.0(1)インストーラDVDを CDドライブに挿入します。ORは、CVP ISOファイルを抽出し
ます。

ステップ 2 [CVP] > [migration]にナビゲートします。

ステップ 3 コマンドプロンプトから、ディレクトリをMigrationフォルダに変更します。
Migrationフォルダをローカルディスクにコピーして、ロードスクリプトを直接実行す
ることもできます。

（注）

ステップ 4 ローカルディスクでUnified CVP 8.xデータベースバックアップファイル（cvpdb.tar）を見つけ、
9.0(1)データベースにロードします。

これは、Unified CVP 8.xデータベースからデータをアンロードしたときに、作成した
バックアップファイルです。

（注）

ステップ 5 次のコマンドを実行し、CVPデータベースをロードします。migrate_load.bat -p <absolute
path to tar ball>
例：migrate_load.bat-p c:\cvpdata\cvpdb.tar

バックアップ cvpdb.tarファイルが c:\cvpdataにある場合、スクリプトロードは
migrate_load.bat -p c: \cvpdata\cvpdb.tarとして実行する必要がありま
す。

このスクリプトによって、3つの CVP Reportingデータベースすべてがレガシーコール
データで Unified CVP 9.0(1) Reportingデータベースにロードされます。

（注）

Operations Console（OAMP）での Reporting Server 設定
移行が完了した後、ユーザはOAMPでReportingServerを設定または再設定する必要があります。
移行プロセス中に、ユーザが目的のマシンに対して同じ IPアドレスを保持することを決定した場
合、ユーザは以前のOAMP設定をインポートし、Reporting Serverを再展開する必要があります。
一方、サーバの IPアドレスが変更される場合、ユーザは OAMPでサーバの以前のインスタンス
を削除して、新規 Reporting Serverを追加し、同じものを展開する必要があります。

データ移行のおおまかなタイムライン

Unified CVPを使用して、データベースでのコール詳細をキャプチャできます。データベースを
所有している場合、格納されるデータのサイズをOAMPページから確認できます。次の手順に従
います。

1 [Device Management]に移動します。

2 [Unified CVP Reporting Server]の下で、リストから目的のデータベースを選択します。

3 [Database Administration] > [Database Details]を選択します。
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Reportingデータベースは、小（10 GB）、中（50 GB）、大（90 GB）として分類されます。
以下の表には、CVP 8.5(1)の CVP 9.0(1)への移行にかかる時間が示されています。

（注）

合計時間データをロードする時間データをアンロードする時

間

データベー

スサイズ

（GB）

90分50分40分10

6.5時間3.5時間3時間50

10時間以上5.5時間以上3.5時間90

移行スクリプトを実行する前に、システムに十分なディスク領域があることを確認してくださ

い。

（注）

以前に展開された Unified CVP 音声アプリケーションの移行
Unified CVP 9.0(1)でそのまま（つまり、Call Studioから再展開せずに）実行したい以前に展開さ
れた Unified CVP音声アプリケーションがある場合、そのように実行できます。 VXML Server
9.0(1)では、展開されたUnifiedCVP音声アプリケーションを直接実行できます。すべての機能は
維持され、必要な手動の手順はありません。ただし、このリリースの新しい機能（Webサービス
統合、サブダイアログの起動、ローカルホットリンクなど）を活用するために、Call Studioにプ
ロジェクトをインポートすることもできます。

その他の Unified CVP ソフトウェアのリリース 9.0(1) への移行
Unified CVP 9.0(1)は、VXMLゲートウェイの新しいスクリプトを使用します。 Unified CVP包括
コールフローモデルでは、VXMLゲートウェイの VXML、.wavスクリプト、および .tclスクリ
プトが CVPコールサーバのバージョンと一致している必要があります。 CVP 9.0(1)インストー
ラは自動的に新規ファイルをゲートウェイにコピーしないため、UnifiedCVPOperationsConsoleを
使用して適切なスクリプトをVXMLゲートウェイに転送する必要があります。ゲートウェイにス
クリプトを転送する方法については、Operations Consoleのオンラインヘルプを参照してくださ
い。包括コールフローモデルの詳細については、『Configuration and Administration Guide for
Cisco Unified Customer Voice Portal』を参照してください。
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非 CVP ソフトウェアのアップグレード
以下の Ciscoソフトウェアおよびサードパーティ製ソフトウェアにアップグレードする必要があ
る場合、この時点で、これらのアップグレードを実行します。

• ASR/TTS Serverソフトウェア

• Gateway IOS

• ACE

『Hardware and System Software Specification for Cisco Unified Customer Voice Portal (Unified CVP)
Release』を参照して、必要なアップグレードを判別してください。

インストールプロセス中に、アプリケーションサーバとして Tomcatを選択する場合、Tomcat
Application Server Release 5.5.31がインストールされます。そのため、このコンポーネントを別
個にアップグレードする必要はありません。

Unified CVPコンポーネントがアップグレードされているメンテナンス期間中に必要な非 CVP
コンポーネントをアップグレードします。 Unified CVPコンポーネントは、特定の順序でアッ
プグレードする必要があります。「マルチフェーズアップグレード」に、コンポーネントの

アップグレード順序に関する追加情報が記載されています。

（注）

関連トピック

CVPインストールの移行, （2ページ）
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第 10 章

CVP ソリューションの移行

• CVP展開モデルの移行, 59 ページ

• 9.0(1)への移行, 61 ページ

CVP 展開モデルの移行
Unified CVPRelease 9.0(1)の機能における追加および変更点に伴い、考慮できる可能な展開移行が
いくつかあります。

• H.323から SIPへの包括展開モデルまたはコールディレクタ展開モデルの移行

•レポート機能または ICMルックアップ機能の VXML Serverへの追加

この項では、これらの移行の実行に関するガイドラインおよび手順を示します。

H.323 から SIP への包括展開モデルまたはコールディレクタ展開モデ
ルの移行

UnifiedCVP9.0(1)以降では、SIPベースの実装のみがサポートされます。以前のリリースのUnified
CVP 8.0(1)または Unified CVP 8.5(1)から Unified CVP 9.0(1)に移行する前に、H.323から SIPに移
行する必要があります。現在のCVP展開モデルが包括またはコールディレクタである場合、H.323
から SIPに移行するには、この項の説明に従って、この移行を実行します。

この移行では、次のタスクを実行します。

•オプションで、新規 SIPプロキシサーバまたは DNSサーバ、あるいはその両方の展開。

• SIPサービス機能の Unified CVPコールサーバへの追加。

• SIPダイヤル番号マッピングの設定。

•入力ゲートウェイ、VXMLゲートウェイ、および Cisco Unified Communications Managerの設
定。

Cisco Unified Customer Voice Portal Release 9.0(1) インストレーションアップグレードガイド
59



•更新された設定のテスト、および H.323サポートの削除（テストが成功した場合）。

H.323から SIPに変換し、包括コールフローモデルまたはコールディレクタコールフローモデ
ルを使用する場合、SIPがGKTMPをサポートしていないこと、インバウンド動的ルーティングが
CUSPプロキシサポートを経由して実行されることに注意してください。

この移行を実行するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 SIPプロキシサーバまたは DNSサーバ、あるいはその両方をインストールおよび設定します。

ステップ 2 必要に応じて、SIPサービスを CVPコール制御サーバ機能に追加します。この時点では、H.323
サービスを削除する必要はありません。 SIPプロキシサーバが使用されている場合、SIPサービ
スをこれらのデバイスを指すように設定します。

ステップ 3 SIPダイヤル番号マッピングを設定します。 SIPプロキシサーバを使用している場合、これらの
サーバに関する設定を実行します。使用していない場合、CVPOperations Consoleの SIPサービス
設定の画面で、この設定を実行します。このプロセスについては、ガイドとしてゲートキーパー

ゾーンプレフィックスリストを参照してください。ゲートキーパーで設定したのと同じダイヤ

ル番号を SIPに対しても設定する必要があります。
以下のダイヤル番号の 3つのクラスをマップする必要があります。

• VRU転送ラベル：これには、VXMLゲートウェイを対象とするすべての番号が含まれます。
相関ルーティングを使用する場合、変数相関を可能にするため、ここで指定するダイヤル番

号には、ワイルドカードを末尾に付ける必要があります。 TranslationRouteToVRUルーティ
ングを使用する場合、ここでトランスレーションルート DNISを設定します。

•着信 DNIS：これらは、ゲートキーパーでは、CVPコール制御サーバ（より厳密に言うと
CVP Voice Browser）を対象とする番号です。 SIPの目的は、これらが CVPコールサーバを
対象とすることです。

• ACDまたはエージェントDNIS：これには、出力ゲートウェイまたはUnifiedCMを対象とす
るすべての番号が含まれます。

ステップ 4 入力ゲートウェイ、VXMLゲートウェイ、およびUnifiedCMを設定するには、次の手順を実行し
ます。

a) 通常、SIPをサポートするようにゲートウェイを設定します。この時点では、通常、H.323を
ディセーブルにしたり、ゲートキーパーの登録設定を削除したりする必要はありません。

b) セッションターゲット RASではなく SIPを使用するように、各入力ゲートウェイの発信 VoIP
ダイヤルピアを設定します。SIPプロキシサーバが使用されている場合、それらのサーバを対
象とするように、これらのダイヤルピアを設定ます。使用されていない場合、1つ以上のCVP
コールサーバを対象とするように、これらのダイヤルピアを設定します。

c) SIPダイヤルピアになるように、各 VXMLゲートウェイの受信 VoIPダイヤルピアを設定しま
す。
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d) 受信ゲートウェイおよびプロキシサーバが SIPトランクデバイスとなるように、Unified CM
を設定します。

ステップ 5 いくつかのテストコールを試行します。テストが成功したら、次の手順を実行してH.323サポー
トを削除します。

a) CVP Operations Consoleで、H.323サービスを各 CVPコールサーバから削除します。
b) 受信ゲートウェイで、H.323サポート、およびゲートウェイをゲートキーパーに登録している
すべての設定を削除します。

c) ゲートキーパーを解放します。

スタンドアロン VXML Server コンポーネント
Unified CVP 4.0よりも前のスタンドアロン VXML Server展開には、Unified ICMEコンポーネント
は含まれていませんでした。これらの展開では、アプリケーションはVXMLゲートウェイに到達
するコールの直接の結果として呼び出され、単一のポストアプリケーション転送が許可されます。

Unified CVPバージョン 4.0(x)以降では、インストール中に VXML Serverを選択して、レポート
機能または ICMルックアップ機能を追加できます。 Unified ICME Integration with VXML Server
は、公称です。 CVP VXML Serverの詳細については、『Operations Console Online Help for Cisco
Unified Customer Voice Portal』または『User Guide for Cisco Unified CVPVXML Server and Cisco Unified
Call Studio』を参照してください。

9.0(1) への移行
UnifiedCVPRelease 9.0(1)の機能における追加および変更に伴い、実行する必要のある可能なCVP
環境移行がいくつかあります。

• Operations Console

• CVP Server

• Reporting Server

Unified CVP 9.0(1)インストールの間、[CVP Server]というインストールオプションを選択する
と、コールサーバ、VXML Server、およびMedia Serverは一緒にインストールされます。

（注）

この項では、CVP環境をバージョン 8.0(1)または 8.5(1)から 9.0(1)に移行するために、従う必要
のある手順を示します。移行中にサーバの再展開が必要とされるすべてのタスクが示されます。
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Ops Console Server の再展開
CVP Ops Console Serverを CVPリリースバージョン 8.0(1)または 8.5(1)から 9.0(1)に再展開する
には、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 アップグレードする前に、Ops Console Webサービスアプリケーションを起動します。
a) [System Menu]オプションを選択します。
b) [Export System Configuration]オプションを選択します。

ステップ 2 Ops Console Serverをアップグレードした後に、以下を実行します。
a) [System Menu]オプションを選択します。
b) [Import System Configuration]オプションを選択します。
c) Cisco CVP OPS Console Serverおよび Cisco CVP Resource Managerサービスを再起動します。

上記の手順を実行すると、8.0(1)または 8.5(1)のOpsConsole設定値がアップグレードされた 9.0(1)
サーバにロードされます。詳細については、http://www.cisco.com/en/US/partner/products/sw/custcosw/
ps1006/products_user_guide_list.htmlからオンラインで入手可能な『Operations Console Online Help
for Cisco Unified Customer Voice Portal』の最新バージョンを参照してください。

CVP Server の再展開
CVP Serverを CVPリリースバージョン 8.0(1)または 8.5(1)から 9.0(1)に再展開するには、次の手
順を実行します。
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手順

ステップ 1 VXMLアプリケーションをバックアップします。

ステップ 2 カスタムメディアファイルおよび Javaコードをバックアップします。

ステップ 3 CVP Serverマシンを再インストールします。

ステップ 4 コールサーバデバイスを Ops Consoleに展開します。

ステップ 5 VXML Serverデバイスを Ops Consoleに展開します。

ステップ 6 コールサーバおよび VXML Serverに再度ライセンスを付与します。

ステップ 7 CVP Serverを再起動します。

ステップ 8 必要に応じて、ダイヤル番号パターンのシステムレベル設定を再展開します。

ステップ 9 必要に応じて、SIPサーバグループのシステムレベル設定を再展開します。

ステップ 10 必要に応じて、場所のシステムレベル設定を再展開します。

ステップ 11 必要に応じて、サービスコールバックのシステムレベル設定を再展開します。

ステップ 12 必要に応じて、SNMP設定を再展開します。

ステップ 13 VXMLアプリケーションを再転送または展開します。

ステップ 14 カスタムメディアファイルおよび Javaコードを CVP Serverにコピーします。

CVP Reporting Server の再展開
CVP Reporting Serverを CVPリリースバージョン 8.0(1)または 8.5(1)から 9.0(1)に再展開するに
は、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 Reporting Serverマシンを再インストールします。

ステップ 2 OAMPで Reporting Serverデバイスを保存および展開します。

ステップ 3 Reporting Serverに再度ライセンスを付与します。

ステップ 4 Reporting Serverを再起動します。

ステップ 5 必要に応じて、サービスコールバックのシステムレベル設定を再展開します。

ステップ 6 必要に応じて、SNMP設定を再展開します。
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CVP VXML Server の再展開
CVP VXML Server（スタンドアロン）を CVPリリースバージョン 8.0(1)または 8.5(1)から 9.0(1)
に再展開するには、次の手順を実行します。

VXMLServerのみをインストールするオプションはありませんが、CVPをインストールして、
VXML Serverを設定および実行できます。つまり、コールサーバをインストールし、コール
サーバコンポーネントは設定せずに VXMLコンポーネントのみを設定するようにそのコール
サーバを変更することによって、VXML Serverのみを作成できます。

（注）

手順

ステップ 1 VXML Server（スタンドアロン）マシンを再インストールします。

ステップ 2 OAMPで VXML Server（スタンドアロン）デバイスを保存および展開します。

ステップ 3 VXML Server（スタンドアロン）に再度ライセンスを付与します。

ステップ 4 VXML Server（スタンドアロン）を再起動します。

ステップ 5 VXMLアプリケーションを再展開できるように、それらをバックアップします。
詳細については、Cisco Unified CVP VXML Serverのアップグレードに関する手順のステップ 1を
参照してください。

ステップ 6 VXMLアプリケーションを再転送または展開します。

ステップ 7 必要に応じて、SNMP設定を再展開します。
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第 11 章

トラブルシューティング

この章では、以下の作業中に発生する可能性のある問題を解決する手順を示します。

• Unified CVPソフトウェアのインストール、および初期設定の実行。

• Unified CVPソフトウェアのアップグレード。

• Unified CVPソフトウェアのアンインストール。

• InstallShieldエンジンをインストールできない, 65 ページ

• インストール中の Reportingパスワードエラー, 66 ページ

• インストーラが [Select Directory]画面の次に進むことができない, 66 ページ

• Informixのアンインストール中のダイアログボックス, 67 ページ

• アンインストール中に検出される Informixのメッセージ, 67 ページ

InstallShield エンジンをインストールできない
問題 Unified CVPのインストール中に、次のエラーメッセージが表示されます。

「The InstallShield Engine(iKernel.exe) could not be installed. Ikernel.exe
could not be copied to C:\Program Files\Common Files\InstallShield\Engine\6

\Intel 32.」

考えられる原因 インストールプログラムの複数のインスタンスが実行されています。

InstallShield（Unified CVPのインストールプログラム）では、一度に 1個の ikernel.exeし
か実行できません。

（注）

解決法 すべてのインストールプログラムを停止して、Unified CVPインストールプログラムを
実行します。
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インストール中の Reporting パスワードエラー
問題 Reportingのインストール中に Reportingパスワードを指定するときに、次のメッセージが表
示されます。

「Error 2245 while running: changing default password for user db_admin」

考えられる原因 Reportingをインストールしているマシンのパスワードセキュリティポリシー
が、UnifiedCVPReportingのパスワード要件と矛盾しています。多くの場合、マシンパスワー
ドセキュリティポリシーには、0より大きい最小パスワード経過時間、または Unified CVP
Reportingのパスワード要件が許可するパスワードの最大長より長いパスワードの最大長があ
ります。

解決法 Reportingをインストールしているマシンで、インストールプロセスを中断します。 [Local
Security Policy]コントロールパネル（[Control Panel] > [Administrative Tools] > [Local Security Policy]）
を開き、[Password Policy]（[Security Settings] > [Account Policies] > [Password Policy]）を確認しま
す。マシンのパスワードポリシーが、Unified CVP Reportingのパスワード要件と矛盾している場
合、適切な調整を行います。インストールプロセスを再開します。必要な調整を行えない場合、

またはこれらの調整を行った後に問題が続く場合、ネットワーク管理者に相談してください。

インストーラが [Select Directory] 画面の次に進むことが
できない

問題 インストールプロセスで、[Select Directory]画面の次に進むことができません。

「<DIR> currently contains data. Unified CVP will not install to a
directory that already contains data - please select another directory.
If this is the correct directory, then cancel the install, remove the

directory and re-run the Unified CVP installer」

考えられる原因 指定したディレクトリに、CVPの以前のバージョンまたはビルド、あるいは
別のプログラムのデータが含まれています。

解決法 指定したディレクトリが正しいことを確認してください。

•ディレクトリが正しくない場合、正しいディレクトリを指定します。

•ディレクトリが正しい場合、[Cancel]をクリックし、ディレクトリを削除して、Unified CVP
インストーラを再実行します。
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Informix のアンインストール中のダイアログボックス
問題 Informix Dynamic Serverをアンインストールしていると、アンインストールのプロセス中に
次のメッセージが示されるダイアログボックスが表示されます。

「Could not delete product files and/or directories. Check documentation

for more details.」

考えられる原因 このメッセージは良性です。これは、Informix Dynamic Serverの削除に関する
問題を示すものではありません。

解決法 [OK]をクリックして、アンインストールプロセスを続行します。

アンインストール中に検出される Informix のメッセージ
問題 Windows 2008で Unified CVPをアンインストールしているときに、以下のメッセージが示
されたダイアログボックスが表示されます。

「The Informix database, installed by the Reporting server, has been
detected on this system. You must uninstall it before re-running this

installer or change your package selection.」

考えられる原因 最初に Informixをアンインストールせずに Unified CVPのアンインストール
を試行しました。

解決法 UnifiedCVPのアンインストールをキャンセルし、Informixをアンインストールしてから、
Unified CVPをアンインストールします。
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